
学校給食の基礎調査（第2報）

一小・中学生の体格と給食・家庭食について一

山岸　恵美子

はじめに

著者は，学校給食の時代に即応したあり方を研究する

基礎資料として，長野市内の中心地域と周辺地域に設置

されている小・中学校の児童・生徒（小学2年・5年，

中学2年生。以下小2，小5，中2という）を対象と

して，学校給食についての意識・噂好と学校及び家庭に

おける食物摂取状況を調査し，その概要を学年別・性別

に第1報J）で報告した。

今回は引続き同一資料を用いて，児童・生徒の体格が

給食や家庭の食物摂取状況に，どのように関係している

かを調査した。

児童・生徒の体格と食生活との関係については，園

田ら2ト5），小住ら6）など，数多くの人々により報告され

ているが，その大部分は，肥満度別（るいそうを含

む）によるものか，身長・体重別によるものかのどち

らかである。本調査は，体格を肥満度別と身長の大小別

（標準体重者の中で身長の大きい部類の人と小さい都筑

の人）に分類し，分類別体格ごとに調査項目を検討し

た。その結果，特徴ある所見も認められたので報告す

る。

調査項目

第1報の中からつぎの項目を選んだ。

（1）給食時間に対する意識

（2）給食のコッペバソ・米飯・ソフトメソの嗜好と摂

取状況

（8）家庭における食物摂取状況

調査方法

対象と時期：時期は第ユ報と同様，昭和55年11月中旬

義1対象者の人数・身長・体重・肥満度

l芸学】2… 劔剌ｬ　学　5　年 劔中　学　2　年 
男1女 劔男l女 

対象　者　数（人）1161 劔164 �206　t　235 劔259 �229 

身長 （cm） ����ｸ�)J冉ﾙ~ﾂ��123．0 6．003 刳ﾚ岩i粍… 劔160．6 7．483 �155．6 5．287 

全　国　支　い24・Ol123・1 劔��3��S���C��S2�剴�S��C����SH�Cr�

体　重 ����ｸ�(��V��4警左目3讐左石 劔34．6 6．562 �34．6 5．926 �48．0 8．169 �46．2 5．548 

（kg） ��8��ﾙ���ﾕ�#H�SC�#8�S��劔33・8134・6 劔49．1 �47．6 

肥 満・ 虔 �.���*(��+ｸ��*C�ﾘr��(��ﾈﾘr���2�(�C2�人 4 ����ﾈﾘr���2���Cr�人 5 ����耳��ﾘr���2�(�Cb�
ややるいそうl9 �5．6 ��r�10．4 �#B�11・7】27 �11．5 鉄��22．8 �3r�16．2 

標　　　準1125 �77．6 ��#��73．1 ��3��63・5日69 �71．9 ��s��65．6 ��c��73．3 

や　や　肥　満115 �9・3116 �9．8 �#B�可19 �8．1 ��R�5．8 ��b�7．0 

肥　　　満】8 凵D5．0 途�4．3 �#2�11・2ト16 �6．8 ����3．9 �"�0．9 

合　　　計l161 刄�00．0 ��cB�100．0 �#�b�100．0 �*#3R�100．0 ��#S��100・01229 �100．0 

豆：平均像S．つは標準偏差
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から同年12月上旬である。対象は表1のとおりで，第ユ

報の中から身長・体重が明記されている1254名（有効

率72．0％）を選んだ。

方法：肥満度の個人値は，昭和53年度の学校保健統

計のにおける全国の児童・生徒の性別・年令別卜身長別

平均体重（標準体重）を基準として，

個人億（％）＝上宝塾生重‾標準体重）×100
標準体重

の式によって算出した。そして，肥満度－20％以下をる

いそう，一11′、ノー19％をややるいそう，土10％を標準，

ユ1′一19％をやや肥満，20％以上を肥満として，5段階に

分類した。その結果，5段階分類では，るいそうと肥満

の頻度が他に比べて少ないので，調査項目と肥満度との

関係を検討するにあたり，るいそう（るいそう・ややる

いそう）・標準・肥満（やや肥満・肥満）の3段階にま

とめた。

身長の大小別分類（以下，身長別分類という）は，肥

満度別分叛における標準体重者を対象として，対象者の

平均身長士1／2S．Dで大きい人と小さい人を区分した。

しかし，該当者数が少ない学年では，若干範囲を広げて

ある。該当者の身長の範囲及び人数を示せば表2のとお

りで，分叛された区分ごとに調査項目を検討した。解析

は百分率，独立性の検定，比率の差の検定，相関を用い

た。（独立性・差の検定におけるZ2の自由度は1である。

1でないときは，′＝2と記す。文章中の有意水準は，す

べて5％である。）

表2　身長の大小別分塀

結果と考察

ユ．身長・体重・月巴満度

対象薯の身長・体重・肥満度及び昭和53年度における

全国の同年令の児童・生徒の平均身長・体重は表1のと

おりである。全国値の調査時期は対象者の時期よりも紛

半年早いので，対象者との比較檻あたっては，小2では

7・8才，小5では10・11才，中2では13・14才（各々
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年令平均）の数値を採用した。

対象者の平均身長・体重を全国値と比較すると，各学

年とも身長では殆んど差はないが，体重は対象者の中2

男女は若干少なく，やせ塑タイプである。反対に，小5

男は全国値より若干多く，肥満債向がみられる。小5女

と小2男女は全国値と大差ない。

つぎに，対象者の肥満度の分布状況を調査すると，肥

満度－20％以下のるいそう者は，各学年を通してみる

と，2．695以下の低率である。－11（ノー19％のややるい

そう者は，身長の伸びが著しい中2男が22．8％の高率

になっている。一方，体重から推定されるように，肥瀞

者は小5男が他の学年男女よりも多く，肥満度11′、ノ19％

のやや肥満者は11．7％，20％以上の肥満者は11．2ク釦、

る。中2女は肥満者が0．9％で非常に少ない。昭和53年

度における全国児童・生徒の肥満者率（肥満度20％以

上）は，小2では男3．73％，女3．65％，小5では男6．85

％，女5．87％，中2では男5．74％，女5．85％（年令は身

長・体重と同じ）である。この数値と対象者の肥満者率

とを比較すると，対象者の方が小学生では高率，中学生

では低率になっている。

つぎに，対象者の肥満度の分布状況が男女間で異なる

かどうかをが検定すると，小2Z2＝2．635′＝2，小5Z2＝

4．942／＝2，中2Z2＝8．700′＝2で．高学年になるにつれ芳

女間の差は大きくなるが，有意差を認める迄には至らな

い。すなわち，各学年とも肥満度の分布状況は，性別に

よる差を認めない。

2．給食時間に対する意識

給食時間のたのしさと給食時間の長さに対する意識を

調査すると，蓑3のとおりである。

1）給食時間のたのしさ

給食時間に対して，たのしい意識をもっている人の比

率は，低学年の小2男女のみ体格との間に有意な差が認

められる。小2男女のたのしい意識は，表3の肥満度別分

類で調査すると34．8′、ノ70．4％の範囲である。（以下の項

目も比率の範囲は，肥満産別分類の数値で示す）肥満度

間の比率の差は，小2男のるいそう46．2％と療準の70．4

％（Z2＝3．959），小2女の標準58．4％と肥満34．8％（Zえ

＝4．318），及び，るいそう66．7％と肥満34＿8％（Z2＝

4．464）が有意である。小5男女のたのしい意識の比率

48．4′、ノ64．3％と中2男女のたのしい意識の比率33．3（′

46、5％は肥満度間に有意差がない。有意差を示した小2

の比率をみると，体型的にハソディのない標準薯に最も

たのしい意識が強い。特に，小2男の標準者は，たのし

い比率が70．4％の高率で好ましい債向である。

つぎに，たのしい意識の比率を身長別に検討すると，

小2の身長の小さい男75．5％と小さい女51．1％（Z2＝
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6．ユ89）のみ有意で，身長の小さい女子にたのしい意散

が低率である。

肥満度別，身長別有意差の検定結果は，以下の項目と

共に一括して表9，表10に示す。

2）給食時間の長さ

給食時間がたりないと感じている人の比率を調査する

と，小2男女の比率の30．4′、ノ66．7％では，肥満度間の差

を認めない。小5男女では，たりない意識が17．0′一61．3

％で，男子の標準33．6％と肥満17．0％（ズ2＝4．591）が

有意である。申2男女の比率4．0′一41．9％は，肥満度間

の差が著しく，男子では標準25．996と肥満4．0％（Z2＝

5．879）及び，るいそう25，0％と肥満4．0％（Z2＝5．131），

女子では標準33．3％と肥満5．5％（Z2＝5．902），るい

そう41．9％と肥満5．5％（ズ2＝7．798）が有意である。

小5，中2とも肥満者の方にたりない意識が低率で，肥

満者の食行動は早食いが多いという報告4）7）と一致して

いる。

たりない意識を身長別にみると，肥満度別とは異な

り】中2男女では有意差を認めない。また，小2では身

長の大きい男31．7％と小さい女57．4％（Z2＝5．851）に

有意差がある。小5は身長の大きい男34．9％と小さい女

55．9％（Z2＝4．423），大きい女32．1％と小さい女55．9％

（Z2＝6．430）が有意で，肥満度別・身長別共に若干た

りない意識に差がみられる。身長別調査では，小学生の

身長の小さい女子が大きい男女よりも食べる速度が遅く

なっているが，身長の小さい男女間には有意差がない。

3．コッペ′くソ・米飯・ソフトメソの嗜好

給食に出される主食（一般的呼称使用）の嗜好状況は

表4のとおりである。

コッペパソの好きな人の比率を調査すると，小2男女

では23．1′、ノ56．0％，小5男女では32．6′、ノ51．1％，中2男

女では11．1′一28．0％の範囲である。肥満度別に有意差の

有無を検討すると，小2男のるいそう23．1％と標準56．0

％（Z2＝5．123）のみ有意で，コッペパソの嗜好は，肥

満度にあまり関係していないことがわかる。

米飯の好きな人は，小2男女では69．2′－ノ91．3％，小5

男女では7ユ．0′、ノ97．9％，中2男女では33．3′、ノ73．5％の範

囲である。米飯の嗜好の肥満度別差異は，小学生ではコ

ッペパソやソフトメソ（後述）よりも大きい。特に，小

5に最も差がある。すなわち，小5男では標準87．0％と

肥満97．9％（Z2＝4．479），小5女では標準76．3％と肥満

9ユ．4％（が＝3．973），るいそう71．0％と肥満91．4％（Z2

＝4，626）が有意である。小2では男子のるいそう69．2

％と標準89．6％（Z2＝4．523）のみ有意差がある。しか

し，中2男女では肥満度の間に差がない。有意差を示し

た比率では，肥満者の方に米飯を好む傍向がある。

ソフトメソの好きな人は，小2男女では52．4′一82．6

％，小5男女では54．8′－ノ85．1玖　中2男女では44．0′、ノ

61．1％の範囲である。肥満度別差異は，小5男のるいそ

う57．1％と肥満85．1％（Z2＝7．254）が有意で，米飯と

同様に肥満者の方に好きな人が多い。しかし，他の学年

男女では肥満度との間に有意差がないので，ソフトメソ

の嗜好と肥満度との関係は少ないといえる。

つぎに，身長別に主食の嗜好を検討すると，肥満度別

と同様に，主食中では米飯に最も差がある。すなわち，

米飯の好きな人は，小2では身長の大きい男と小さい女

（Ⅹ2＝4．003），道に，身長の大きい女と小さい男（Z2＝

7．424）及び，身長の小さい男女間（Z2＝11．413）が有

意である。また，小5では身長の大きい女と小さい男

（Z2＝4．152），身長の小さい男女間（Z2＝4．674）に有

意差がある。中2男女の米飯の嗜好は前述のごとく肥満

度間には差がみられないが，身長別では小5と同様に，

身長の大きい女と小さい男（Ⅹ2＝9．676），身長の小さい

男女間（Z2＝10．333）が有意である。小・中学生とも，

身長の大きい女子よりも小さい男子の方が華厳の嗜好率

は高くなっている。コッペパソの好きな人の比率は身長

別に差はみられない。

ソフトメソの好きな人の比率は，小2の身長の大きい

男93．0％と大きい女67．0％（Z2＝8．284），身長の大きい

男93．095と小さい女68．0％（が＝8．143）のみ有意で，

何れも身長の大きい男子の方が嗜好率は高い。米飯の嗜

好とは異なり，身長の大きい女子と小さい男子との間に

は，小・中学生とも有意差がない。

4．コッペパソ・米飯・ソフトメソの摂取状況

コッペパソの摂取状況を肥満度別に調査すると表5の

とおりで，1食分の3／4以上を摂取する喫食良好な人

は，小2男女では23．0′一76．8％，小5男女では48．5′、ノ

80．9％，中2男女では34．5′、ノ84．7％の範囲である。全般

的にみると肥満度間の差異は，標準とるいそうの間に多

い。すなわち，小2男のるいそう23．095と標準76．8％

（Z2＝16．763），小5女のるいそう67．7％と標準48．5％

（Z2＝3．875），中2男のるいそう71．9％と標準84．7％

（Z2＝5．014）が有意である。小2と中2の男子では，

るいそう者よりも標準者の方が高率であるが，小5女は

逆である。また，小2男では，るいそう23．0％と肥満

69．6％（Z2＝7．202）も有意である。

米飯の摂取状況は，嗜好面から検討したよりも良好で

ある。1食分の3／4以上を摂取する人は，小2男女では

90．5′一100％，小5男女では96．4′、ノ100％の範囲で，両学

年とも肥満度間に差がない。しかし，中2男女の摂取率

の77．8′－ノ100％は，中2女において，標準92．3％と肥満

77．8％（Z2＝4．107），るいそう95．4％と肥満77．8％（Z2
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＝4．417）が有意である。何れも肥満者の方に摂取率が

低い。申2女の肥満者の米飯の嗜好は，るいそう者や標

準者との間には差がないので，肥満者の擁取率が低いの

は，コッペパソの摂取が悪いのと合わせ考えると，肥満

防止のための減食ではないかと推察する。しかし，第1

報のとおり，減食の理由に肥満を明記している人は非常

に少ない。ソフトメソの摂取率は，各学年とも肥満度間

に有意差がなく嗜好状況とは異なっている。

つぎに，身長別に，コッペパソを1食分の3／4以上摂

取する人の比率を検討すると，中2では，身長の大きい

男女間（Z2＝13．681），身長の大きい男と小さい女（が

＝51．800），身長の大きい女と小さい女（Z2＝12．428），

身長の小さい男女間（Z2＝28．520）が有意である。男子

ではコッペパソの摂取状況に身長別の差はないが，女子

では，大きい女の方が良好である。性別では，当然のこ

とながら女子よりも男子の方が高率である。特に身長の

大きい男88．ユ％と小さい女21．4％の間には著しい差が認

められる。小学生では，小5の身長の大きい男79．1％と

小さい女47．5％（が＝10．427）のみ有意で，身長とコ

ッペパンの摂取率との関係は少ない。

米飯を3／4以上摂取する人の比率は，中2の身長の大

きい男98．3％と小さい女87．5％（Z2＝5．182）のみ有意

である。すなわち，米飯の摂取率は，身長の大小にかか

わらず良好で，肥満度や噂好の傾向とは一致していな

い。

ソフトメソを3／4以上摂取する人は，中2では身長別

に差を認めないが，小2と小5には差がある。小2で

は，身長の大きい女と小さい男（Z2＝4．428），身長の大

きい男女間，身長の小さい男女間（Z2＝4．706）が有意

である。また，小5では，身長の大きい男と小さい女

（Z2＝6．845），身長の大きい女と小さい男（Z2＝5．785），

身長の小さい男女間（Z2＝9．567）に有意差がある。小

2，小5とも，身長別よりも男女間に差があり，男子の

方がソフトメソの摂取率は高い。

5．朝食・夕食の摂取状況

朝食・夕食の摂取状況は表6のとおりである。

1）朝食の板取状況

朝食を毎日摂取する人を調査すると，小2男女では

84．6′一100％，小5男女では85．1′、ノ100％，中2男女では

84．0′、ノ100％である。毎日摂取する人の比率を肥満度別

に検討すると，各学年とも肥満度との間には有意な差が

なく，園田ら幻の調査成績と同様である。しかし，身長

別では，低学年の小2において，毎日摂取する人の比率

に差がある。小2では，身長の大きい男95．1％と小さい

男79．6％（が＝4．659），身長の大きい女97．7％と小さい

男79．6％（Z2＝7．114），身長の小さい第79．6％と小さい
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女97．9％（X2＝7．902）が有意である。朝食の摂取率は

身長の小さい男子が最も低い。性別では男子よりも女子

の方に摂取率が高い。小5と中2の男女では，身長別に

有意差を認めない。

2）夕食の摂取状況

夕食の摂取状況は朝食よりも良好で，毎日摂取する人

の比率は小2男女では92．3′、ノ100％，小5男女では94．3

ル100％，中2男女では90．7′、ノ100％である。毎日摂取

する人の比率を検討すると，肥満度別では中2女のみ有

意差がある。中2女では，るいそう90．7％と標準99．4％

（Z2＝11．219）及び，るいそう90．7％と肥満100％に差が

あり，るいそう者の方が摂取率は低い。各学年とも，身

長別には有意差を認めない。

6．間食の摂取状況

家庭における間食の摂取状況を，帰宅後と夕食後にわ

けて調査すると，蓑7のとおりである。

1）帰宅後の間食

一週間に5日以上摂取する人の比率は，小2男女では

60．9′一90．4％，小5男女では57．6′、ノ80．6％，中2男女で

は53．5′一66．6％で，肥満度別には小2女のみ有意差があ

る。小2女では，るいそう90．4％と標準64．2％（Z2＝

5．693），るいそう90．4％と肥満60．9％（Z2＝5．132）が有

意で，るいそう者の方が間食の摂取率は高い。小2女の

るいそう者は，朝食や夕食の摂取率が非常によいので，

食事も間食もよく食べていることが認められる。

身長別では小5において，身長の大きい男51．2％と大

きい女71．7％（が＝4．271）のみ有意で，女子の方が摂

取率は高い。

以上の結果から帰宅後の間食の摂取状況をみると，小

学生では若干体格との間に関係がみられるが，中2では

認めない。中学生になると帰宅時間が遅くなるので，間

食する間もなく夕食を摂取するようになるためと考え

る。

2）夕食後の間食

一週間に5日以上摂取する人の比率を調査すると，小

2男女では23．0′、ノ40．0％，小5男女では21．4′一37．1％

で，両学年とも肥満度別には差がない。中2男女の比率

12．0′一44．4％は，肥満度別による差が，男子のるいそう

32．8％と肥満12．0％（zB＝3．954）のみ有意である。小

2女の帰宅後の間食の摂取率と同様に，るいそう者の方

が摂取率は高い。

夕食後，間食を遇5日以上摂取する人の比率を身長別

に調査すると，小2男女には有意差がない。小5では身

長の大きい女と小さい男（Z2＝5．142），身長の小さい男

女間（ズ2＝5．210），中2では，身長の大きい男女間（Z2

＝4．756），身長の大きい女と小さい男（Z2＝4．924）が
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有意である。小5・中2では，身長別よりも男女間に差

がみられ，女子の方に摂取率が高くなっている。

7．家庭における牛乳の摂取状況

牛乳の摂取頻度と摂取畳を調査すると，蓑8のとおり

である。

牛乳を一週間に5日以上飲む人の比率は，小2男女で

は28．6′、ノ56．5％，小5男女では37．1′、ノ48．9％，中2男女

では30．2′、ノ48．0％で，成長期における児童・生徒の栄養

確保から考えると摂取頻度は低率で，もっと飲用を進め

たい。牛乳を一週間に5日以上摂取する人の比率は，各

学年とも肥満度間に差はない。

身長別では，小5・中2の身長の大きい男女間（小5

が＝7．580，中2Z2＝4．882），中2の身長の大きい女と小

さい男（ズ2＝4．494）が有意である。夕食後の間食と同

様に，身長別よりも男女間に差があり，身長の大きい女

子よりも小さい男子の方に頻度は高い。小2では身長別

に差がない。

つぎに，牛乳の摂取量を，一週間に1000mg以上飲む

人の比率で示すと，小2男女では40．9′一60．9％，小5男

女では42．0′一53．4％，中2男女では27．9′一47．0％であ

る。牛乳を1000mg以上飲む人の比率は各学年とも肥満

度間には差がない。身長別では，小5と中2に差があ

る。小5では身長の大きい男65．1％と大きい女35．8％

（Z2＝8．137），身長の大きい男65．1％と小さい男42．1％

（Z2＝4．632）また，中2では，身長の大きい男52．5％

と大きい女21．0％（Z2＝10．427），身長の大きい女21．0

％と小さい男51．0％（が＝8，900）が有意で，摂取頻度

と同様の慣向を示す。

牛乳の摂取量が，児童・生徒の身長の伸びに効果があ

ることは，奄美大島におけるミルク給食の成凍ク）で明ら

かである。本調査でもこのような債向が認められるかど

うかを検討した。対象は各学年の標準体重者で，個々の

人について，身長と牛乳の摂取量との相関を調査した。

その結果，小2男のr（相関係数）＝0．268（回帰直線

y＝74．43Ⅹ－7766．22）と小5男のr＝0．335（y＝59．64

Ⅹ－7194．43）には有意な相関が琵められた。しかし，小

2女のr＝0．074（y＝14．75Ⅹ－900．04），小5女のr＝

－0．0002（y＝－0．37Ⅹ＋1001．08），中2男のr＝0．090

（y＝13．83Ⅹ－991．25），中2女のr＝一0．067（y＝

－8．93Ⅹ＋2198．49）は有意な相関がなかった。食糧が豊

富な現在，他の食物摂取による影響や遺伝・運動など，

種々な要因が身長の伸びに関与しているためと考える

が，牛乳の栄養的効果も否定できない。

要　約

長野市内における小学2年・5年・中学2年の児童・

身長と牛乳の摂取畳との相関図

図－1
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生徒1254名を対象として，体格と給食及び家庭食との関

係を調査すると，つぎのとおりである。

（1）“給食時間がたのしい〝意識は，低学年の小2男

女のみ体格により差が認められる。肥満度別では，標準

体重者に最もたのしい意識が強い。

拉）“給食時間がた虻ない〝意識は，中2男女におい

て肥満度間の差が著しく，・その食行動は肥満者が早食い

の候向にある。身長別では，小学生の身長の小さい女子

が食べる速度が遅い。

（3）給食に出される主食の嗜好は，中2男女では肥満

度別による差を認あない。小学生では米飯の嗜好が最も

体格に関係し，肥満者が他よりも嗜好率が高い。身長別

では，身長の大きい女子よりも小さい男子に米飯の好き

な人が多い。

（粛　給食に出される主食の摂取状況は，米飯がコッペ

パソやソフトメ■ソよりも良好である。中2女では肥満者
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に米飯の摂取率が低い。

（5）朝食の摂取率は，小2の身長の小さい男子が低率

である。

（6）夕食の摂取率は，中2女のるいそう者が少ない。

（7）間食の鋲取率は，肥満者よりもるいそう象男子

よりも女子が高率である。

（8）牛乳の摂取状況は肥満度間には差はないが，身長

別では，大きい女子よりも小さい男子の方が良好であ

る。

（9）牛乳の摂取量と身長との相関は，小2と小5の男

子に認められる。
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軒 氷,(���������ﾒ�（ m N �4�����H�h������X�b�（ ト 「が ��ﾈ���ｨ���ﾈ�ﾘ�����ﾈ�h�｢�′‘■■ヽ Lr〕 N ��)�����������X�ｳ��（ m N ��ﾈ�ﾘ���������4��（ ト一 句1 ��ﾈ�ﾘ�����ﾈ�ﾘ����*ﾘ,"�′【ヽ L‘つ N E］ E＝！ 冫⊃　⊂口　やl Lq　Pつ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�ﾃ��m　ヽdlN く⊂）の ��$｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�C��「ポ　寸　N 勺l勺t・rl ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ�)ｨ���X�b�⊂⊃　印　亡－ m　Ln　T」 ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ���(耳而B�ト　の　の ▼・」Lq　N ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�ﾃ��寸　く工）⊂⊃ 　lJつ　寸 ��｢��ﾈ�h�｢��ﾈ�ﾒ���(�ﾃ��

静 華 俤｢�ヽポ　CO　O〇 CO　LQ　Lq �����ﾈ�ﾒ���H�H����Y・・」の　⊂⊃ のト　⊂つ ����,ﾂ�*ﾘﾔ��｢�H�X�X�b��｢�CO　CO　勺t N　■寸　N 儻����X�X�b�⊂⊃　N　cO ⊂⊃　寸t　Ln �����ﾈ�ﾒ���H�H�X,2�■「」Lr）■寸t ⊂n　O〇　Cq ����,ﾂ�*ﾘ���"��X�X�H���⊂Yつ1＿ql＋⊂q m　N　■寸1 �����ｵ��ﾂ����H�ﾈ�｢���ﾈ�X�H�b�
Lくつ　　m ��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X自���Ln　　m ��ﾈ���｢�*ﾘ,"��8耳�S��勺I　Lq ��｢�*ﾘ,"��ﾈ���"�)ｨ�H�b�Uつ　　Cq　　T・」 ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�H�b�寸　　の　　T」 ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�ﾃ��叩　　く工〉 ��｢���?�,"��ﾈ�ﾒ�H�C��

喋 倆曝����������（ Lq N T．」 木����������ﾒ�（ 十・・づ ⊂r） T・・づ 畔��,(����*ﾘ,(����,ﾂ�（ ⊂⊃ ト 丁・1 �-�,(��������������（ L【つ N 1・．1 ���ﾘ����7(,(�����璽��（ ▼・．1 m 丁．■1 �,ﾈ����6x����.'B�（ ⊂：⊃ ト 1・．」 

Ln　　「封　　Cn 

Eコ こ＝ミ 劍�ﾈ�ﾘ��4x��8ﾘ,"�6x����） ⊂つ く：⊃ ▼■－」 ��ﾈ�ﾘ��e8耳�T���儘��ｦﾒ�） く：⊃ ⊂⊃ T・．1 ���ﾘ6x�Tﾇ������自��B�） ⊂：） ⊂⊃ T．づ �*ﾘ,(��*ﾘﾔ��ｨ*ﾘﾔ��｢�*(,(��8ﾘ,(���ﾈ�(�｢�） く＝） ⊂⊃ ▼・・」 木6x耳�����-ﾈ��.'H��H�ﾃ��） ⊂：） ⊂：⊃ ナ・・■ 碑����H��(������ﾃ��） ⊂つ く⊃ T．・1 

号ヽ 俤｢�亡一　　〇〇　　Lr） ����H�H������勺t　　寸　　N ����H�ﾃ��7(�｢�の　　CO　　Cq ����ﾒ��VGB�ト　　CO　　Ln �����ｸ�����m　　N　　Lr） ����6����ﾒ�の　　しの　　く⊂〉 ����ﾒ�嵭B�

中 J 凾ｭD　ロつ　の く工）N ����H耳�ﾂ������ﾒ�*ﾘ���｢�)ｨ�H���CO（コ⊃（Y〕 寸　寸 ��(����6ﾒ�*ﾘ�h�h�ﾒ�*ﾘ,"�H�X�S��†づ　tJ〕N 寸　Ln ��$｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�S��（工）印　の 【工）N ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�ﾃ��T・1N　てこ） くD　つ ��｢�*ﾘ�h,"�*ﾘ��ﾂ�H�ﾃ��▼■1m　寸 や　Lq ��｢��ﾈ�h,"�*ﾘ�ﾒ����X�C��

耶 碑���������H4x�ﾒ�（ m T－イ �*�(�ｩfﾘ�X�ﾂ����������ﾈ����（ く：0 N ��ｨ�ｨ�����ﾈ�ﾘ������（ 寸 U⊃ 碑���������������（ m ■I■‾■1 ��������ﾈ�h�ﾘ����*ﾘﾔ��ﾒ�（ Cl⊃ N �*ﾘ,(����自������*ﾘﾔ��｢�（ 勺t q） トP 剿S工つ　く工〕亡－ 「寸1■寸 ��｢��ﾈ���｢��ﾈ�ﾒ���X�H�b�寸　uつ q⊃　ロつ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�ﾃ��m　⊂⊃　て工） 一寸lUつ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�H�S��（こ）0つ　u⊃ 「群　の　■「」 ��｢��ﾈ�h�｢��ﾈ�ﾒ��X�����ﾃ��十・一1⊂＝）Cく） N　Lq　N ��｢��ﾈ�h�ﾂ�*ﾘ,"��X����Lq　Cn　Ln N　Lr）丁・」 ��｢��ﾈ�h�｢��ﾈ���｢�H�H�S��

凰 叱 劍6ｨ��抦��?��畠 �+��H-��X�h6｢�誌； �?��H抦��?��恵 �8h��6ｨ��6u��患 �8h��6ｦﾈ."�畠 �8h��6ｨ��6u��患 

題 」 凵E控 �1ゴ 剋O雲朝 ▲‘ 剋O雲琳 1‘ 剋O雲ポ ▲‘ 

∩＼／ 」 價PV■ 　」 價P、ノ 　」． 

戴　人名　紫 剄ﾜを　人毛　端 剔f　人竃　殊 剽凵E挿．鳩 刄帥早@与n　うQ 剽^．ポ＼49 
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長野県短期大学紀要　第37号（1982）

＝＝：▼ Gq ′ 、 冰���ｲ�ｦﾒ�[r�ﾇR��2�Zﾒ�俤｢�0⊃　N　⊂⊃ ����e8�X�X爾�����｢��ﾈ�ﾒ������｢�H�H�S��〔⊃）寸10〇 ����,ﾂ�X�ﾒ��｢�⊂一つ　Nl∫つ ������ﾒ�ﾆ���｢�⊂⊃　⊂⊃　⊂⊃ ����7�爾�ｾWB��｢�二　〇つ　r」 ��ﾈ�h���"�,ﾂ���,"��$｢�⊂⊃　くつ　⊂⊃ ������ﾒ�ﾈ��,"��｢��ﾈ,"�*ﾘ�h�｢��X�ﾃ��⊂⊃　くつ　⊂⊃ ����e8�ﾂ�������｢�⊂）　ト　の 冦2��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ�)ｨ�ﾃ��〔＝）⊂＝〉　⊂：⊃ ����*ﾘﾔ��ﾂ�ﾄ4���｢�

くこ〉q⊃卜 寸mT－1 凵kONO〇 N寸N ��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ��X���X�X�b�下が（X）とー ナー1ヽ寸lCq �*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ�H�ﾃ��くつ－■（》 トーN ��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�H�b�■寸t⊂⊃Lロ トN ��ﾈ�ﾒ��ﾈ���"��X�ﾃ��N亡・一一▼・－I LnmT・」 僂OPつの q＝〉Y．■lT－1 ��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"�&ﾂ�▼・・」CO⊂：⊃ q⊃1rlCq 凾ｭつト一m Lnロつrl ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�ﾃ��

試 ��（ の 1寸l ヽヽ＿′ ⊂：つ く＝〉 Y．・・1 ��（ Uつ 寸 ） ����X�X,4ﾆ���ﾈ�ﾖﾘ,(�ﾈ�｢�菷��披�（ の 寸 ） ��（ の 寸 ） ��（ しっ 寸 ） ��（ の 「寸 ） ��ﾈ���ｨ�ﾈ�ﾘ�ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾘ�ﾈ�ﾘ�ﾈ�h�｢�（ の ■寸l ） ��（ Lr） 寸 ） ��（ の 一・dl ） 

⊂⊃（J⊃勺t †・10〇⊂：⊃ LqNN 凾ｭ⊂）く工）〇〇 Ul∫つ〇〇 ロつ○ウCq 劔くつ⊂＝〉⊂：⊃ q⊃CQCq の 凵･・」亡・－N ▼・づ（こ）N の 凵ｼ⊃⊂⊃くつ ロコqつくN CO7－1 劔m・rl仁D m・I・．」Ln 凵ｼ⊃⊂⊃くつ のLCl⊂勺 くエ）N 

ーK Q 劔 � ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�6�ｨ�� ��ﾈ�ﾒ��ﾈ���｢��X�X�S�� ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ� �*ﾘ���ﾒ��ﾈ�h�｢��X�X�H,2� ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�H�ﾃ��q⊃　▼－づ　▼－」 ��ﾈ,"�*ﾘ���｢��X�ﾃ��ト・，・」　T一・・・l ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ��X�X�H,2�▼■・・1 �*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ��X���

1く 攣 呵 繍 肇： 静 墾 刹ﾃ ��（ 望 ⊂：⊃ ⊂：⊃ ▼－1 ��（ m ��（ m ��（ m ��（ m ��（ m ��（ m ��（ m ��（ の 

咄 密 劔CD⊂nCq ・■・．・－1亡－⊂⊃ 寸Nm 凵Z〇Cくつ「ポ Lt：［・－（‘⊃ Pつくr〉Cq 氷,"��｢�*ﾘ,"��ﾈ�h�ﾒ��X�X�H,2�⊂uつつ£） くつく．こくN N一寸○つ �ｩ����｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X��������⊂つく：⊃⊂⊃ ト（工〉亡一・ トT．」 �����｢�*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ�6�������t＿nCく）卜 Lr）COLr） 亡・一・・ナ・」 犯���｢��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"�6��ｳ��⊂⊃⊂⊃⊂⊃ ▼・11寸Iuつ Ln■寸1 �����｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�｢�H�H�X,2�⊂⊃くつ⊂⊃ 亡・－Lr）CO くD　N 倆����｢������"��ﾈ�ﾒ��T�ｨ�X�S��rlつく．DT－1 CqeqLn くcc7－1 犯���｢�*ﾘ,"��ﾈ�h�｢�)ｨ�C��⊂⊃⊂⊃⊂⊃ トT・」：Cq ■寸寸▼・づ �����｢��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"���

BR 偖ﾈ�X��ﾅH�X�h���ｨ�｢�（ T．・1 寸 ） ⊂⊃ ⊂：⊃ ▼づ 碑�����*ﾘﾔ��"�（ の 勺1 ） ������*ﾘ�ﾈ�ｨ�ﾈ�ﾒ�（ Q uつ ） ����ﾈ�ﾂ�（ ナ」 やt ） �����4x�ｨ�ﾈ�ﾒ�（ m 一寸（ ） ��ﾈ�ﾘ���ﾈ,(��*ﾘ�h�ﾒ�（ の Ln ） ��ﾈ�ﾘ��*ﾘ,(���ﾈ�h�ﾒ�（ ▼－■ 寸 ） ���5(,(��*ﾙe8�(��*ﾘ�ﾈ�"�（ m 一寸 ） �*ﾘ,(���ﾈ�ﾘ���ﾈ�ﾒ�′‾ヽ Q Lq ） 
くエ〕亡・・－q⊃ Lr〕ナ」N 剿S・一句to⊃ ○つ勺IT・づ ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ���X���LqNN NLr（N �*ﾘ,"�*ﾘ,"�H�C��〇〇N⊂⊃ 〇〇・▼・－1 ��ﾈ,"�*ﾘ�h�｢�H耳�S��CO・dt亡一 〇〇 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ���⊂0Cnぐつ くエ⊃N �*ﾘ,"����h�h�ﾒ��X�X�C��mLq（N Q ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X耳�X���く亡〉丁－t▼・・」 ト一丁・－」丁．」 ��ﾈ�ﾒ��ｸ���"��X�X�C��ロ）Cq（刀 寸の▼」 �*ﾘ,"�*ﾘ,"��X�ﾈ,2�

高 域 纏 Eコ ����R�jr�ﾇb�俤｢�くエコ　▼－1ロつ ����WB�*ﾘ4x�"��X�X�C���｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�����X�C��⊂）q⊃‾寸 ����ﾆ��ﾒ���くつ　Lr）の ����,ﾂ�*ﾗ����くエ⊃　ロつ　▼・・」 ����崧��X�ﾒ�H�H�b�の　ト1dt ����+X*ﾘ,"�ﾒ���卜　寸　の ����,ﾂ�����トー　0⊃lJ） �����X-��*ﾘﾔ��"�H���X,2�トー　Cq　T→ ����ﾆ��ﾒ���Ln　T→・尊 ����,ﾂ�����

ト1・・」：T．」 、⇒1mN 凾ｹq⊃の ClつmN ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�6��X�C��q⊃〇〇「dl ▼・」‘勺1〔つ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�C��eQ（X）（刀 亡、▼・・づ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ�耳璽��トーLnqD ト・1－づ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ��X�X�S��く工）N⊂⊃ 勺1寸H ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�b�ヒ一・Cq⊂n くつlT・■T・・づ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�ﾃ��C（〕⊂刀■Cq Lnナ・■N ��$｢��8�����COトー一寸 ■寸tmT・rl ��｢��ﾈ���"��ﾈ�ﾒ�)ｨ�C��

ER �*ﾔH��7�����（ ▼・．づ く亡〉 ▼・」 ） ⊂：） ⊂：⊃ T．・1 ��ｨ�ｨ��ﾘ��,ﾂ�（ （工〕 ⊂⊃ ��ﾈ�h�ﾘ��ﾆ���X,"�（ ∽ uつ 妨���6����ﾆ��（ ▼■・・」 くエ⊃ �8ﾘ,(��耳ｾS�7��（ くエ〕 ⊂⊃ 碑��6x����（ の u⊃ �6��h������ﾘ爾�（ T一一1 q⊃ ���ﾘ������ﾈ�ﾒ�（ qつ く⊃ 碑��8,(��ﾆ��（ の Uつ 
T．1（＝〉⊂n Ln・DaT．」 凾ﾌ⊂⊃の mWT・」 披��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�H�S��NNLn NLCl⊂ヾ 披��｢�*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ�H�S��〇〇の▼・」 〇〇 ��X�ﾈ���b��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X耳�X���⊂⊃■寸Ln の 披��｢��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"�H�H�b�Cqtlの 亡、・N 披��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�H�S��⊂⊃▼・・10〇 〇〇・丁・」 ��X�ﾃ���｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�5H�ｳ��ぐつ▼づLロ ト一丁・」■「」 披��｢��ﾈ,"�*ﾘ�h�ﾒ�H�H�S��Ll一・1Pつ LnOつ▼－1 披��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�ﾃ��

彊 聖 刹ﾃ 班(�ｨ�Y�����X�X�b�（ m N ） 偖ﾈ�S�������X�X�b�（ Ln m ） �6��fﾅH�ﾈ,8���X�｢�（ ∽ T－1 ） �*ﾘﾔ��ｨ嵭H���ﾈ�ﾒ�（ m N ） �����e8耳��萪�（ LQ m ） 佰ｸ,(���X�h��+��"�（ C（〕 丁－1 ） �,ﾈ������6r�（ m N ） �6s�����,ﾂ�（ Lr〕 m ） �)ｨ�X�h�碑��6x�R�（ 〇〇 T－づ ） 

m⊂⊃（工） やlmN �*ﾘ���ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�X�X�X42�トLロト の寸▼一寸 ��ﾈ,"�*ﾘ�h�｢���(�ﾈ,2�▼一寸▼・・づ亡■一一 ▼・・づ（工）N �*ﾘ,"��ﾈ�h�ﾒ�)ｨ���X�S��ロトm （工）－T→ ��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"�耳�C��HL⊂（N の ��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"�H�ﾃ��ロつ▲I・・づLq のく⊂〉 ��ﾈ,"�*ﾘ�h�ﾒ��X�X�C��Pつ亡■一〇〇 一一一」 ��ﾈ,"�*ﾘ�ﾒ�H�ﾈ�b�LnT－づN tヱ⊃ナー1N ��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ��W(�X�S��▼・・」N（工） くJ⊃NT・1 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�S��

ER 犯��8�ﾈ�����&GB�（ m N ） くつ ⊂⊃ 1－1 菱�ﾈ��8,ﾈ���ﾈ�h�ﾒ�（ 亡ヽ－ ■寸 ��ﾈ�ﾘ���ﾈ�ﾘ���ﾈ�ﾒ�（ Lくつ N �,ﾈ��6r�（ m N �,ﾈ�������X�X�X�b�（ ト一 句t ��ﾈ�h�ﾘ���ﾈ�ﾘ���ﾈ�ﾒ�（ Lr〕 N �*ﾘ4x�ﾘ���ﾈ�ﾘ���)���（ m N ��X�X�S���ｨ�X�X�X�X���（ ト ■寸 ��ﾈ�ﾘ��*ﾘ,(���ﾈ�h�ﾒ�（ LQ N 打つ⊂乃lトー ■qtmT－」 凵･・・■▼－1亡一一 uつくr）T」 ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�C��CO■寸CO ⊂勺やlN ��｢�*ﾘ,"��ﾈ�h�ﾒ�H�ﾃ��T．」C（つく⊃ ∽ ��｢��ﾈ�ﾒ����h�ﾒ��X�X�H�b�トー⊂⊃N の ��｢�*ﾘ,"��ﾈ���｢�6��b�一寸N、dt 亡○つ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�C��NPつ寸 〇〇・「」 ��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�H�b�l∫⊃NN 〇〇1・・」 ��｢��ﾈ�h�｢��ﾈ�ﾒ�H�ﾃ��寸⊂⊃く工） 寸寸丁づ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�ﾃ��

散 華 刹ﾃ ��（ ⊂：⊃ N T・一・l ） ⊂⊃ ⊂⊃ ナー1 ��（ Q q⊃ ▼・．■ ��（ 〇〇 q⊃ ▼■■」 ��（ ⊂⊃ N H ��（ の q⊃ T．」 ��（ 0〇 く⊂〉 ▼・．1 比�*ﾘﾔ��｢�6(�ﾅ��璽��（ ⊂⊃ N 十・・・1 ��（ の くCl T．・■ ��（ 亡く） q⊃ 丁・■ 

○つ卜・－くつ 〇〇▼－づ⊂＝〉 冤Dトトー CqPつロつ 凵u一・・lくつの （亡〉⊂⊃m 冦寸m mO〇Cl〇 刄高ﾂ（1】LP く工）ト〔亡】 凵Z〇∩つCn CO⊂nl▼・」 劔⊂：つの卜 ∝）－1くつ 冲tのト く工）のm 

「ポ　ロつ　N 凾｢つ　○つ　ロつ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�X�X���†・・lLq　の ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X���X�X�b�亡、一　丁．1 ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�H�b�亡ヽ－　T．」 ��｢��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"�H�H�b�Ⅴ○つ　ナ■ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ�)ｨ�H�S��〔D　　　N ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�H,2�LCl⊂ヾL　Cq ��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�h�｢��X�ﾃ��勺t　⊂つ　十・づ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�H�b�

試 ��ﾈ�ﾘ*ﾘ�ﾈ�ｨ崧��4x8ｨ,(8ﾘ�ﾒ�（ Ln N ▼・－■ ） ⊂：つ く：⊃ T－1 菱�ﾇDﾄ6ﾈ�(7ﾂ�X,(*ﾗ(�ｩ)ｨ�ﾈ�b�（ 1－1 m ▼－1 菱����5(�ｨ�ﾉEB�,H6t7�*ﾔ��（ ⊂⊃ トー ▼・．づ �,H+��､4�B�,ﾈ�ｸ�ｵH�X�b�（ L【つ N T．・■ ��ﾈ�ﾓ��H�����X�ﾈ*ﾔEX�ﾒ�（ 1－1 m ■r一・■ 郵,$ﾆ��ﾈ�ﾒ�ﾖﾖﾒ�（ ⊂：⊃ ト T．」 �*ﾔI���ﾈ�ﾒ���ﾈ�ﾘ�ｨ�｢�（ の N 丁．■1 木�ﾉEH�S���8ﾘ,(*ﾘ5(�'DB�（ ・「．1 m ▼－」 妨��,$ﾈ��,"��ｨ�ｨ,ﾆﾒ�（ ⊂⊃ ト T」 Lr〕N　T．」 僂O　やt　N ��｢��ﾈ�h�｢��ﾈ�ﾒ��X�S��N　uつ　Cq ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ���｢��X�X�C��〇〇 ��｢��ﾈ�h,"�*ﾘ�h�ﾒ��X�������b�〇〇 ��｢��ｸ���｢��ﾈ�h�ﾒ�H�H�b�亡－　N ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�ﾃ��0⊃　▼・・■ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ��X�ﾈ�b�　ト　　　T．」 ��｢��ﾈ,"�*ﾘ�h�ﾒ��X�X�H,2�uつ　くト】丁・■ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�ﾈ���

ニここ 迫(����ﾂ�｢�6�."�俤｢� ����H�ﾃ�����｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�ﾃ�� ����6��ｳ��ﾒ��｢�ロ）Cq（刀 ����<�� ����H�H�X42����｢� �����X�X�C��*�(�｢��｢� ����<��寸　くCl⊂⊃ �����X�X�C�����｢� �����X���ﾒ��｢� ����,ﾂ�+���｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�x�ﾈ,2�

く工〉　てこ）〇〇 刄gー　Cb、寸 劔寸　m　m 凵ｼ⊃　m　亡・－ 儂　LClOQ 劔CO　Cq　⊂⊃ 儂　Lr）m 

【一・〔く〉m てFCu〔N �0〇・十一寸⊂n mrポ丁．」 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�H�X42�⊂⊃トH Cqいつ「ポ ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�6��X�C��，－」や1寸 トナ」▼■・」 ����h�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�H,2�r‾l（コつ・⊂n 亡・一丁・」 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�X示ﾂ�■寸CCP ■寸l「ポ ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�6����ﾃ��eqO〇⊂n lJ⊃NT・一l �*ﾘ�ﾒ�*ﾘ,"���ﾃ��「ポ（エ）⊂n LClT」【⊂ヾ �*ﾘ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�H�S��T－」Cqq⊃ Lqいロ〕丁・」 

臣R ��（ 〔Y） ナ・・■ ） ⊂⊃ ⊂⊃ T一・」 �8ﾘ�､7���8���8ﾘ6x�ｲ�（ 0つ N ） ��（ 寸 q⊃ ） ��（ m T．」 ） ��（ 〇〇 N ） ��（ 寸 く亡） ） 畔8ﾘ�ｸ�x7ﾈ�X�X�b�H�WDﾆ��僞B�（ m T．1 ） ��（ 00 N ヽ、＿′ ��（ 寸 く⊂〉 ） ⊂⊃ く＝） T－づ 

十一1†・■lCO ⊂Yつq⊃⊂⊃ 劔▼・・■亡一・N ■寸ヽdlH 儂▼・」亡・一 四m亡、・ 凵ｼn　T．」 N⊂⊃卜・ 凾ﾌ⊂⊃H T・」L（つロつ 劔ナ・■叩くJ⊃ ト寸CO 凾ｭ工⊂のしn T．」l∫）N 

N　ヽざ　CY〕 剞｡　m，一1 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ���H�C��丁・づ　Ln　Oつ ��ﾈ,"�*ﾘ�ﾒ�H耳�X,2�く工〉　⊂ヽ】 ��ｲ��ﾈ�ﾒ�6��ｳ��の ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ���トー　N ��ﾈ�h,"�*ﾘ�ﾒ��X�X�H�b�くエ⊃　TJ　N �*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ��X���ﾈ,2�uつ・丁．」　Cq ��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�C��L【つ〔Yつ　▼・・」 

観 だ � ���X�X��6｢�孟； 佛h揵?��缶 ����ﾈ揵?��患 ��Y+ｨ�8��6｢�恵 凉駅���8b�缶 ��H､ﾘ揵?��恵 凉駅�6�4r�恵 �6ﾙ�X揵?��恵 ��ﾉ4��X��6｢�恕 
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学校給食の基礎調査（第2報）

Bq 冰��載 ��ｸ�ﾖﾈ�x�ｨ�僞B�（ 卜 や1 ） 氷,(��ﾈ��,(��*ﾘ�ﾒ�（ の しの ） 倆��X,(��H���b�（ くこ） U⊃ ） �*ﾘ,)ﾆ��（ ト 寸 ） ��家��（ の しn ） 班(,(��*ﾘ�ﾈ�ｨ,ﾂ�（ ミニ〉 Lr） ） �4����ﾈ�ﾘ���h�h�ﾒ�（ ト・ 勺1 ） 木�Vﾘ�����（ の し‘つ ） �+X,��ｨ6x耳���ｨ�｢�（ （、⊂〉 Lr） ） 

蛸 密 闇 牽 凾ﾌしClヽ廿 LnN・l－づ ��ﾈ�h�｢��ﾈ�h�ﾒ�6��X�b�亡一一⊂＝）N てトロつ〔N ��ﾈ,"�*ﾘ�ﾒ�H�X而"�▼■■」ト▼－イ Nm．－くポ �*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ�H�X�X�ﾃ��ロつくエ）く⊃ の ��ﾈ���｢��ﾈ�ﾒ�Fﾂ�こいつ⊂⊃ の �*ﾘ,"�*ﾘ,"�H�H�b�トm∞ C（⊃ ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�ﾈ���〇〇⊂つく：⊃ ト一丁－1ナ・」 ��ﾈ,"�*ﾘ���｢��X����くつ・⊂＝）つ 亡一一N ��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"�H�H�S��ト⊂⊃H 〇〇T・」 ��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�H�X,2�

田ミ ��ﾈ,(��*ﾘ�ﾘ���ﾈ�h�ﾒ�（ の 勺t 碑��4����ﾈ�ﾒ�（ Lr） 寸 班(�､���ﾒ�（ の 寸 ��ﾈ�ﾘ���ﾈ�ﾒ�（ の 1尋I ��（ Lr） ■寸l ��ﾈ�ﾘ���ﾈ�ﾘ���ﾈ���｢�（ の 勺1 �,ﾈ���ﾈ�ﾘ��H�X�b�（ 等 �4���4��（ Ln 勺1 �8���ﾈ6��ｳ��&ﾂ�（ の 下が そ 東 田 兔��R�Zﾘﾊｲ���譜�ﾄ��ﾈ�ﾒ�e8���X�ﾃ��ﾈ,9)ｨ�X�b�） ⊂⊃ ⊂＝） 丁．」 碑6x�ﾈ�ﾒ����H�ﾈ�%H�H�d��） ⊂⊃ ⊂：⊃ ▼→ 木�ﾈ�ﾘ���DB�e8���X6��X�h�h�X�X�X�b�） ⊂⊃ ⊂⊃ T－1 ��ｨ�､��ﾈ�ﾒ�,ﾂ�） ⊂：⊃ ⊂⊃ 丁．・づ ��ﾈ�ﾘ�ﾈ�ﾘ*ﾘ���｢��ﾈ�h�｢�6��X�S��） ⊂⊃ ⊂：⊃ ▼－t ��H�ﾄ7�*ﾔ��ﾒ�） ⊂⊃ ⊂⊃ 丁－1 網����,ﾂ�） ⊂⊃ ⊂：⊃ ナ・・1 �6x耳�T�*ﾘ�ﾒ�,ﾂ�） ⊂⊃ ⊂：⊃ T．・1 ��X��碑�ｸﾔ��｢�,ﾂ�） ⊂⊃ ⊂⊃ 1－づ 

ヰく 偬ﾂ�⊂⊃（：⊃　⊂⊃ ����ﾒ�����｢�m　Lr）N ����ﾒ�ﾇ(�ﾂ��｢�CO　Cn　ロつ ����ﾒ��Y����｢�⊂⊃　ロつ　亡一・ ����ﾒ�������｢�⊂つく⊃くつ ⊂⊃ ▼・．づ ��ﾈ�h�X�"�ﾒ�ﾇ(�ﾂ��｢�「ポ　ロつ　ロつ ����ﾒ��(7ﾂ��｢�▼・・」　⊂⊃　の ����,ﾂ�������｢�くつ　▼・・」　の ����ﾒ�X,"��｢�⊂⊃　ト　ロつ ����ﾒ�������｢�

噂 葡 ��ｲ�ﾍ｢�ﾍ��6��ﾅB���ﾈ�ﾘ*ﾘﾔ��ｨ.&ﾂ���ﾔ薊�X�b�⊂＝】 ⊂＝） 「・I 秘��*�,"�*ﾘ4x�ﾄ���ﾃ��⊂⊃ ⊂⊃ 1－1 氷,)e8�(�ﾈ,H+��"�X,(��6x�･H,2�く：⊃ ⊂：⊃ T．・づ 網���*ﾙ?���ﾈ�ﾈ�"�⊂⊃ くつ T一・1 凵ｼ⊃ くつ ▼・．づ 犯蒿��,ﾂ�⊂＝） （＝） ▼－1 ��ﾈ��e8耳耳*�,"�6x��)ｨ�X�b�⊂⊃ ⊂⊃ 丁．・イ 蒙ﾈ�x�ｨ�X�X�S���5%H�ﾃ��⊂つ く⊃ T．・1 �,ﾈ自����,ﾂ�⊂：） ⊂⊃ ▼－1 

群 ��（ ▼－ ヽ三が ） �6��X�b�′’‾ヽ ∽ ■■寸 ） ��（ m Ln ） ��（ 十一べ ーくさ1 ） ��（ Crつ 勺1 ） ��（ の Uつ ヽJ ��（ ▼・．1 寸 ） ����ﾘ�R�（ m ■寸 ） ��（ n Uつ ） 

N　T－■　トー 凵@く？くり の 儺JL（つヽポ CO 劔刄高ﾂ　　　亡・－ 劔凵ｼわ　　　　▼・・」 

l 塾 冦亡・一・⊂乃 トー▼－1 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�6��ｳ��　CON 亡・一丁・づ ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�H�b�　COm Cくつ �*ﾘ���｢��ﾈ�ﾒ��X耳�X�b�⊂＝】⊂⊃くつ ⊂：⊃ 丁－1 ��ﾈ�h�ﾒ�*ﾘ���｢��X�X�H,2�⊂つく＝）くつ ⊂⊃ 丁．■1 ��ﾈ�ﾒ��ｲ��(耳璽��CO⊂⊃ナ・」 の ��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"���X�ﾃ��〔＝）くつ⊂⊃ ⊂：） T．」 ��ﾈ,"�*ﾘ�ﾒ��X�X�H�b�Lq勺1⊂⊃ ∽ ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�ﾈ���■せく⊃Ln の �*ﾘ���｢��ﾈ�h�｢�)ｨ�H�b�

冨 凰 醍 ������載 �6(���ﾈ�ﾘ��6��ｶﾂ�（ ■くポ q⊃ 十一1 ） �8ﾘ,(��*���（ Ln m N ） ��（ m N N ） �6x耳�T6��&Fﾂ���X+�*ﾔ��（ 寸 てこ〉 T・」 ） ���*ﾘ���6x耳�X�ﾈ�8�ﾈ�ﾒ�（ U⊃ m N ） ��（ の N N ） �����班(�ｧ(42�X,#��x�(�ﾉEB�（ 寸 く工〉 ▼－1 ��（ Ln m N ��（ の N N 

■寸　CO　ト 凵@　Lr：I N⊂⊃ト 凵ｼ⊃⊂⊃⊂⊃ トヽdtの 劔刄gー⊂口、廿 T‾1m寸 劔のト寸 ⊂⊃LnOつ 凵ｼ⊂nLn uつ（＝〉Cq 

5 雷 儉n（N　T．」 ��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"�H�X�C��Ln　m　▼・・■ �*ﾘ,"�*ﾘ,"�H耳�X,2�m　m　N �*ﾘ�h�｢��ﾈ�h�ﾒ�H�H�S��の ��ﾈ,"�*ﾘ���｢��X�ﾃ��の ��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ,2�の ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�ﾈ���13⊃ ��｢��ﾈ�h�｢��ﾈ�ﾒ��X�X�H�b�CO　ナー† ��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ���｢��X�ﾃ��○○　▼・・■ ��｢��ﾈ�ﾒ������ﾒ�6��ｳ��

臣R ��VFﾆW��X7ﾂ��X�X�X����ﾔ��′‘■■ヽ ▼－イ q⊃ ナー1 ���E�6r����h�ﾘ�ﾈ�ﾔ4��（ くヱ⊃ Ln N ���ﾈ,88ﾘ,(*ﾘﾔ��｢�x�ﾃ�7�,Hﾔ��｢�（ の Uつ N ��������8ﾘ�ｨ�ﾈ�ﾘ�ﾈ�h�ﾒ�（ ▼・」 くこ〉 1．．1 ��ﾈ,(��*ﾘ���ｨ�ﾈ�ﾒ�（ く工） く＝〉 N �6��X����ﾃ���｢�4��X�����ﾈ�ﾒ�（ の uつ N 泌H�X�h6r�,ﾂ�′’’■ヽ ▼－」 く．⊂） 丁－1 册8�ﾈ��6ﾈ�ﾘ��ﾇ��′’■ヽ くこ〉 ⊂＝l N �*ﾘﾔ��(��X,(��,ﾂ�（ の l∫つ N 

拐→ 剿m・「・■：T・づ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�ﾃ��仁一　N ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�H,2�0⊃1・・」 ��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ���｢��X�X�H���∽ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ�5H�ｸ���⊂：） T．■1 ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ���(�X,2�の ��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ���｢�H�X�X�b�　ロつ○つ の ��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ���X�X,2�mLn⊂⊃ の ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�ﾃ��寸▼－づ爪 の ��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�X�S��

堤 仭R�0⊃　▼－lナ・」 ����ﾒ����｢�▼・・」　く工）の ����ﾇ(�｢��ﾈ,"��｢�くつ　▼・・」　Cn �������H�ﾃ���｢�てFClつm TJ勺t「廿 の ����ﾒ����｢�く⊃⊂⊃⊂つ く：⊃ ����X,"�,ﾂ��｢�〇〇・ナ・■：ナ・■ �����ｨ�｢�)ｨ�X�ﾈ,2��｢�mm寸 ⊂くつ一寸トー ト ����ﾒ����$｢�く⊂）くこ〉　CO ����H�x�h�"�ﾒ��｢�〇〇　一・」 �����ｨ�｢��X���������｢�

【、－CnOつ 寸の▼・・■ 刄gCO勺1 LC〉〔＼lT－■ 凵ｼ⊃▼・・」〇〇 L【つ▼→m 劔刄gー1・・・づ▼－づ 亡■－一丁・■lT．づ 劔C00⊃N ○○‾ 凵@　ナ■づ ト▼・・」：十・」 

⊂⊃ 〔：：⊃ T一・1 ��⊂：⊃ 〔＝） ▼一・」 ��くつ ⊂⊃ 丁－1 ��⊂⊃ 〔＝） 十．」 �)ｨ�H�X,2�⊂：つ く⊃ ・「・1 ��⊂⊃ ⊂⊃ 丁－1 菱�ﾃ��⊂⊃ く＝） ��Lg T．・づ �6x耳��,(�ﾈ�h��6��X,2�くつ ⊂⊃ r・1 

ER �*ﾘﾔ��ｨ��6x��e8�X�ﾂ�（ m N �,ﾂ�（ ト 1寸 ��（ uつ N ��（ m N ��（ ヒ・一 寸t ��（ Ln N ��（ lrつ N ��（ ト ��（ Lq 崇 僂nl－｛CO く工〉N ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�H�b�L？く巧 く⊃CO⊂⊃ Cl〇　丁．」 ��｢��ﾈ�ﾒ��ｸ�h�ﾒ�H自���⊂⊃⊂⊃くつ ⊂⊃NO〇 CO十・」 ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�ﾃ��⊂⊃⊂つく⊃ ⊂＝） ▼・．」 ��｢��ﾈ�h,"�*ﾘ�ﾒ�H�X�ﾃ��⊂⊃⊂：⊃⊂：⊃ ⊂＝） T一・・l ��｢��ﾈ�ﾒ������｢�H�H�S��⊂⊃⊂⊃⊂⊃ ⊂⊃ 丁．づ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ��X�ﾃ��1dlmm T■11寸‘寸l の ��｢��ﾈ�ﾒ����h�h�ﾒ��X�ﾇB�ト〔て LQ寸⊂⊃ の ��)�����｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�H�b�⊂：⊃　くつ qつく⊃■・寸l の 披��(����6ﾒ��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"�耳�X�X�b�

静 蟄 仂2�LnCq・Cq 　〇〇 ����*ﾘ�h�ﾒ���H�C��Ln　寸　▼－1 ����,ﾂ�*ﾘ�H�ﾈ�"�6��b�Lr）のN 寸 ����4�����DB���H�C��m　N　Uつ �����ﾈ�ﾒ���H�H�X,2�マ：（？ ����,ﾂ�*ﾘ�ﾈ�｢�H�H�X�b�○つ　Uつ　ぐ勺 ��ﾈ�����(�"��ｨ�｢�*ﾘ4x�"���X�X�X璽��（亡）トー　亡－ �����ｲ����X�X�H,2�T－1いっ　て⊂） ����,ﾂ�*ﾘ4x�ﾂ�H�S��Y．」　しっ「せ ����4��*ﾘﾔ��"���

卜　寸 lJつNT．」 ��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�H�S��ロコ▼・」：⊂＝） 勺lmN ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ���X�X�b�〔工）の Cr〕mN ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�H,2�m寸N の ��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ���X璽��くエ〉cq⊂⊃ の ��｢��ﾈ�h,"�*ﾘ�h�ﾒ�H耳�X,2�NPつ1寸 の ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�H�b�（エ）くエつく〇 〇〇 ��｢�*ﾘ���｢��ﾈ���｢��X�X�C��○○coロつ ト▼・イ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ�)ｨ�H�b�COCP⊂、q CO ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�6��X�S��

餌 ��ｵ��ﾓ�,)���*ﾘ4x�､��ﾈ�ﾒ�（ Ln N T．■1 ） 妨��Y?X*H�Y?��6y��4��（ ・「．」 m T・」 ） 册8耳�X�ﾈ�ﾖﾒ����ﾈ�ﾖﾈ�x,"�（ ⊂⊃ 亡、 T→ ） �6ﾄ����6(�ﾈ�ﾘ�ﾈ�ﾒ�（ lJ） N ▼■■－† ） ��ﾈ,(��*ﾘ�h�ﾘ���ﾈ�ﾒ�（ Tlj m ▼・・・づ ） ��,(*ﾓ��､7R�7��ｳ��X�i)ｨ�ﾈ�b�（ ⊂⊃ 亡一一 十・」 ���4x�(�����ﾈ�ﾒ��X*(�X*)���（ Ln N H �8ﾘ7薈ﾂ�ﾘ,(���ﾈ�｢�（ ▼－■ m T・．づ 册8耳�T7�H�H������（ ⊂：⊃ ト ▼‾1 

已コ ⊂＝さ 劍6s��ﾈ,8���X�X�X�b�⊂：つ く⊃ 丁．■1 ����ﾈ�ﾄ��【：つ く：⊃ T．・」 �4���H�H���⊂⊃ ⊂：⊃ ▼－1 ��ﾆ��くつ ⊂：⊃ ▼－1 ��ﾈ�ﾒ���H����⊂⊃ く：＝） 1．．1 ��B�） ⊂：つ く：⊃ T．・1 �,ﾂ�） くつ ⊂⊃ ▼－■ �����*ﾘ,"�,ﾂ�） く：） ⊂⊃ ナ・．づ ���������,ﾂ�） ⊂⊃ ⊂：） T一・1 

載 氷,(*ﾗ(�ｨ6��b�6y���ｨ�｢�（ ▼・．■ N ） 冉ﾖ68,$ﾇ��e9?�B�（ ・「．1 m ） 畔�X,(�����ﾒ�（ m 勺1 ） 畔�����（ ▼・．■ N ） ��（ 1■・・」 の ヽJ �����ﾘ��ﾒ�（ ロつ や1 ＼J �7�耳耳������ﾒ�（ 十．■1 N ） �(48��6x����（ サー1 m ） 菱�ﾃ��ﾈ�����6r�（ m 、寸1 ） l【ヽ ヰ／ J トP 凵E寸　十・」の �*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ��X�X�H,2�　　くエ） q⊃N ��ﾈ���｢��ﾈ�ﾒ���(耳�X�b�の卜の ロつくr）Cq ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�H,2�⊂⊃の⊂） の ��ﾈ,"�*ﾘ�h�h�ﾒ���H�C��⊂⊃⊂⊃⊂つ く：⊃ T．」 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�6��ｶﾂ�Lr）NN の �*ﾘ,"��ﾈ�h�ﾒ�)ｨ�H�ﾃ��Lrつく⊃寸 00　▼・づ ��ﾈ�h�｢��ﾈ�h�ﾒ�H�X�S��トーCnCr〕 〇〇 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�ﾃ��Gつq⊃ヽサ トT．1 ��ﾈ,"�*ﾘ�ﾒ�H�C��

餌 ��ﾈ���ｧX,$ﾇ���,(-��ﾘ�ｸ�ｲ�（ m 十・・・イ ） ��ﾈ.ﾘ*ﾘ�h�ｨ�X�ﾈ���6x�ｴﾈ8ﾘ6r�（ 00 N ） �,ﾈ6x�ｸ岑*｢�H����4��ﾉEB�（ ●寸 くこ〉 ） �*ﾘ���｢�（ m T－1 ） ��（ 〇〇 N ） ���ﾆ�*ﾘ���（ ■t寸t q⊃ ） �8�����R�（ CYつ ） 木�X�8�ﾃ���ﾒ�（ の N ） �6ﾈ�ｨ���耳�X�Vﾈ�X�ﾈ���（ ■dl q⊃ ） 
N　m　m ��ﾈ�h�ﾒ������｢��X�X�H�b�（⊂〉　N ������ﾂ��ﾈ�ﾒ��X�X�C��　ト　7－1 �*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ�H�H�S��　⊂：）⊂つ く：⊃ ▼－■ ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�ﾈ,2�⊂：⊃⊂：⊃⊂＝） くつ ��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ����CO・「■⊂⊃ の ��ﾈ���｢��ﾈ�ﾒ��W(�ﾈ,2�N亡－⊂つ くr） �*ﾘ�h�ﾒ�*ﾘ,"���X�X�S��のトm CO ��ﾈ���｢��ﾈ�h�｢�6��X�X�b�ロつくr）⊂つ の �*ﾘ,"��ﾈ�h�ﾒ���X�X�X,2�

■ 叱 劍6u��痛言 �6u��恵 �6x8ﾒ�孟； ��X."�患 曝."�孟； �6u��恕 ������志 �6u��孟； �6x."�患 

て　モ 凾ﾄ　モ 兀　も 凾ﾄ　ミ 凾ﾄ　モ 凾ﾄ　ミ 凾ﾄ　モ 凾ﾄ　ミ 凾ﾄ　モ 

倒 」」」tL 剴| 1望ト 剴| ⊥ほ引ト 剏ﾓ ⊥は引ト 剴| ⊥博引ト 剋ﾔi 剏ﾓ 1単ト 剴| ヨ母島 剴| 1毎日」 

ヨil司 刄�；ヨ 刄�G；ヨ 刄�；頚 刄�磨G蚕 剋iこ；ヨ 剏R　司 劔ヨ；；尋 

ミミミ � ＼＼＼ ○つ■▼－づ十・・」 凵_＼＼ ロつヽ・・ィ，・」 凵_＼＼ ロつナ・づ▼－1 凵_＼＼ mT－†・rt 剋ﾙIN勺1 ＼＼＼ m 凵RポN寸 ＼＼＼ 刮ｺがN寸 ＼＼＼ 劔1廿N勺1 ＼＼＼ 
▼・■」　T．づ 冦1－1▼－1 凵宸ﾂ　十・・」　▼－づ 刄高ﾂ1「」T．」 僂つ　▼・．llr」 

朴　皆 劔u����� 冰����B� 豫8���� ������� ��ﾈ�ﾂ�7ﾘ��ﾇ�� 豫8�T�� 冰����� 冰����B� ��ﾈ�T�� 

寵糊野m 剪�n �6x��,R�シー ヽ �6ｨ��� ��(�｢��ﾆﾂ�ノ フK �� 倬b� ��二ヽ �(�(�����ﾈ�b�■つへ ��x��� 
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長野県短期大学紀要：第37号（1982）

毒 舌 冰��載 �,ﾈ������H�X�b�′‾ヽ 上ヽ一 寸 ） 俶ﾈ�������X�X�b�（ の U⊃ ） ��ﾈ�ﾘ�����������｢�′′・■ヽ く工） 山⊃ ） ��ﾈ,(������*ﾘ�h�ﾒ�（ 亡一・ 寸 ） �*ﾘ,(������*ﾘ,"�（ の し上つ ） ��（ 【工） t＿（つ ） 

唖 和 樹 尊 剿S－　Cq の ��ﾈ���｢��ﾈ���｢��X�X�b�句l　Lr） の ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�｢�)ｨ�H�b�∽　亡■一 口 ��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�ﾃ��・rJ　Cn の ��ﾈ�h,"�*ﾘ�ﾒ���S��0⊃　N の ��ﾈ,"�*ﾘ�ﾒ��7(�X�X���くつ　⊂⊃ ■ヨ ��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�X�X���

Ⅰ環 �*ﾘ�ﾈ�ｨ����嵭B�（ の 「寸t ） ⊂⊃ 〔：⊃ 1・．」 ��儘��ﾈ�����������（ Lr〕 ■寸 ） ⊂：⊃ ⊂＝） 丁．づ ��ﾈ�ﾘ�������ﾈ�ﾒ�（ 皿 や1 ） ⊂⊃ ⊂⊃ T－1 ��ﾈ�ﾘ�������ﾈ�ﾒ�（ の ▲寸 ） ⊂：⊃ く⊃ ・－ ��ﾈ�ﾘ�������ﾈ�ﾒ�（ Ln ■■寸l ） ●3 1・．」 �*ﾘ�ﾘ�������ﾈ�ﾒ�（ の 「さ1 ） ⊂⊃ ⊂⊃ 丁－1 ⊂わ　　　　く⊃ 儉n　・寸 儂　　　CO 凵｡てft　　（工） 劔〇〇　　　N 

1く Q 増 額 ���册8�����������,ﾂ��,ﾂ��,ﾂ��*ﾘ,"�H,2��,ﾂ�

ヰく 囁 和 糊 塗 俤｢�亡・一　　　m ����ﾒ����Ln　　　　uつ ����ﾒ�X�ﾒ�⊂⊃　　　⊂⊃ ����,ﾂ����ﾂ�くつ　　　　くつ ����ﾒ����X58�ｲ�⊂：）　　　⊂⊃ 做��ﾇ(�｢�⊂⊃　　　　くつ ����ﾒ����
亡一一　　　N ����｢�N　　　　ト ����｢�▼－」　　　⊂n ����｢�LC〉　　　Lr〕 ����｢�○○　　　N ����｢�CO　　　N ����｢�

の ��ﾈ�ﾒ��ﾈ���"�Fﾆﾂ�⊂丁） ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�ﾃ��の ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X,2�の ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H耳�S��の ��ﾈ,"�*ﾘ�ﾒ���ﾈ���の ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ���ﾃ��

耶 ��X�X�X��������5��（ 丁一・づ 勺1 ） 册8��耳������ﾒ�（ m ■■尋1 ） ��ﾈ,(������*ﾘ���"�（ の し上つ ） ��ﾈ�h�ﾘ���������h�h�ﾒ�（ T．・1 ■qt ） ��（ m 寸 ） ��ﾈ���*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ�H�X�X���（ の LQ ） 
梁ト 畢 儉r）　ヽこが の ��ﾈ,"�*ﾘ�h�h�ﾒ���⊂つ　の ⊂n ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ�)ｨ�H�b�m　亡ヽ一 〇〇　†」 ��ﾈ,"�*ﾘ���｢���(�ﾈ�b�Lr）l∫つ の ��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"�H�H�b�⊂：⊃　⊂⊃ ⊂⊃ Tイ �*ﾘ,"�*ﾘ,"��X�ﾃ����ﾈ�ﾒ��ﾈ���｢�H�X�S��

石 壁 l≡ �����SH�ﾂ�粛 木,(��������耳�R�（ 「か くエ） ■l・．」 ��ﾈ�ﾘ�������ﾈ�ﾒ�（ LQ m N �&ﾈ������,ﾂ�（ の ⊂ヽ】 N ��ﾈ�h�ﾘ���������ﾈ�h�ﾒ�′’【ヽ 1寸l U⊃ 1．．1 ��ﾅ�,(������e8���R�′■■ヽ Ln m N ���ﾘ������7��（ の N N 

豊 野 計 凵i、⊂）　の の ��｢������｢��ﾈ�h�ﾒ���X�X�b�■寸t　qつ の ��｢��ﾈ,"�*ﾘ�h�ﾒ�H�X�X�b�⊂汚　く⊃ 0⊃　1・．づ ��｢�*ﾘ,"��ｸ�h�h�｢�H���ﾈ�R�亡一　m の ��｢������｢��ﾈ���｢���X�H,2�C〇〇　一づ の ��｢��ﾈ���｢�*ﾘ�h�ﾒ���ﾃ��亡、－　N の ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ��X�X�H�b�

軒 ���ﾘ���������VGB�（ 丁－1 く工） �7�������4��（ ここ） ⊂⊃ 畔��,(������ﾆ��（ の Lr） ��ｸ�ｸ������7��（ ▼・・づ （工） ��ﾈ�ﾘ�������ﾈ�ﾒ�（ q⊃ ⊂⊃ �4�������8����（ の し【つ 
亡一一　　　N ��X�X�H�b��｢�N　　　仁一－ 披��｢�（．⊂）　　　m 披��｢�〔Yつ　　　く工） ��X�X�b��｢�Cb　　　T・・」 披��｢�CO　　　T．■ 披��｢�

〇〇　　　T・」 ��ﾈ�ﾒ�*ﾘ���｢��X�ﾃ��の ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ����0つ　　　1－づ ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��璽��の �*ﾘ�h�｢��ｸ�h�ﾒ�)ｨ�H�b�の ��ﾈ�h�｢��ﾈ�h�｢�H�ﾃ��の ��ﾈ,"�*ﾘ�ﾒ���X�H���

軽 Eコ 工＝＝こ 俤｢�m　ト ■H　CO ����ﾒ����｢�（D　てr COl・－1 排�,ﾂ��｢�（：：⊃　　　　⊂：⊃ �����ﾃ��H�X�S���｢�亡、Cr〕 Uつ　一寸 ����ﾒ����｢�∽　ト 「寸lLつ ����ﾆ��,ﾂ��｢�⊂⊃　　　　くつ ����4��H�ﾃ���｢�の ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ��X�ﾈ,2�0つ　　　ナー1 ��ﾈ�ﾒ��H8��くつ ▼－1 ��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ���の ��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�H�b�の ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�ﾃ��⊂⊃ ▼－1 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�ﾃ��

軒 ��ﾈ�ﾘ��������*ﾘ,"�（ m N ） 菱�h������6"�（ 亡、・ ■寸 ） ��ﾈ�h�ﾘ�������ﾈ�ﾒ�（ LC〉 N ） ���6x������5�,"�（ m N ） ��ﾈ�h�ﾘ���ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H���（ 邑 ��ﾈ,(��*ﾘ�h�ﾒ��ﾈ���｢�H�C��′′・■■■ヽ U⊃ N ） 
亡、・　m CO　T・」 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ���ﾂ��X�X�X,2�Lロ　ーくポ CO　Tづ ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�H�b�寸　くエ〉 ○○　7－1 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�X�X���uつ　寸 の ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�H,2���ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�C����ｸ�h�ﾒ��ﾈ�h�｢�)ｨ�ﾃ��

敷 革 俤｢�ト一　m くこ）の �����ﾈ�ﾒ�����・「■　Cn 「dt　uつ ����,ﾂ�*ﾘ4x�"�H�H�b�T．1⊂）つ ○○　T－」 �������*ﾘ,"��X�X�X�b�ト　Crつ ⊂　○つ �����ﾈ�ﾒ���H�H�X42�0⊃　N CO　ナ・■ ����,ﾂ�*ﾘ�H�ﾈ�｢��X�X�X�b�■寸（D の　⊂⊃ ����4��*ﾘﾔ��"���ﾈ���
の ��｢��ﾈ���｢��ﾈ�ﾒ��X�X�b�の ��｢��ﾈ�h�ﾒ����h�ﾒ���〇〇　　　▼・・づ ��｢��ﾈ�h�｢��ﾈ�ﾒ��X�ﾂ�の ��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�X,2�の ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ�H�C��∽ ��｢��ﾈ�h,"�*ﾘ�ﾒ�H�H�b�

耶 �*ﾘ,(��������*ﾘ,"�（ Lr） N T．・1 �5���ﾃ������*ﾘ4x�ﾒ�（ T・」 m T．・」 ���ﾘ���(7ﾂ�e8耳�T��（ ⊂⊃ 亡一一 T．・1 氷�ﾘ����H57B�ﾘ,(��e8�"�（ Ln N T．づ 班���X,"�4���H�C��（ T－イ m Tづ 儻H��*ﾘ4x�ﾂ�,ﾈ��*ﾘ�ﾒ�（ ⊂：⊃ ト H 
〔〇〇　N CO　T．」 ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ���X�X���m の ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ�H�H�b�〇〇　　　▼・・」 ��｢��ﾈ,"�*ﾘ�h�ﾒ��璽��の ��$｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�X示ﾂ�の ��｢��ﾈ�h,"�*ﾘ���｢��X�ﾈ�b�∽ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ����X�ﾃ��

ヒ＝ミ 俘h�"�載 ��ﾈ�h�ｨ�������ﾈ�h�ﾒ�（ ■「・1 ⊂ヽ〕 ） ⊂⊃ ⊂：） 1－1 ��ﾈ,(������*ﾘ�h�ﾒ�（ ・「．」 豊・ ⊂：⊃ ヨ ��8�VFﾈ*ﾘﾔ��｢�4��ﾈ,2�（ m 勺t ） ��ﾈ�ﾘ������*ﾘ,"�（ Y・－1 N ） ��ﾈ�ﾘ�������ﾈ�h�ﾒ�（ ▼－1 m ） �6x�ｸ��6ﾈ,"��ﾈ�h�ﾘ���ﾆ��（ Cつ てト ） 

⊂⊃ 凵ｼ⊃ 僂O　　　T．」 ��ﾈ�ﾒ�⊂⊃ ��ﾈ���｢�⊂⊃ ��ﾈ�ﾒ�∽ �*ﾘ,"�

鴫J J 儺．・1 儺－1 劍�ﾈ���"��X�X�C��■「－1 �*ﾘ,"�6��X�b�▼－1 ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�H,2���ﾈ�h�｢�)ｨ�ﾃ��

取 氷,(������,H6r�′（ヽ m 十・・」 �,H*ｨ�����韮�（ 〇〇 N �����������4x�｢�（ 寸 【工） �8ﾘ,(������6x耳爾�（ m T．・1 ��ﾈ�ﾘ��������*ﾘ,"�（ 〇〇 N ��H��������H�H���（ 寸 q⊃ 

トP 剞｡　　　Ln ����｢�く工）　　　m ����｢�寸　　　Lq ����｢�N　　　　ト ����｢�����｢�（．⊂〉　　　⊂Yつ ����｢�

〇〇　　　T－1 ��ﾈ�h�｢��ﾈ�ﾒ��X�X�X�b�の ��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"�����〇〇　　　T」 ���?�,"��ﾈ�ﾒ��X�ﾈ42�の ��ﾈ�h,"�*ﾘ�ﾒ�H�X��,2�⊂⊃ T－1 �*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ���X�X�b�の ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ�)ｨ�H�b�

1中　　二 豫｢�トロ　　ニ 佝"�トや　　ニ �r�l中　　二 刎(ﾇﾂ�†や　　ニ 佝"�ト中　　二 亅2�

蓋■藁 刳W毒 刳W茎 刳W藁 刳W藁 刳W毒 
噴　煙 剔ﾁ　噂 剏ｴ　噂 刮¥　噂 刮¥　噂 刮¥　噂 

朴　　掛 l 冰�����与　的 ��ﾈ�X�ｴ��与　N 冰����B�昔・　N 

i緊糊野皿 俘ﾈ����������������7ﾂ�凾竅_　　　　　　　倒 
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学校給食の基礎調査（第2報）

苗 ���+��8���ﾘﾂ�載 ��ﾈ�ﾘ��崧���4����ﾘ��ﾔ�6x�ｲ�（ ト・ 寸 ） ��X7ﾈ���ｸ,(��*(,"�6(��X,(��ﾇ(�｢�（ ∽ lJつ ） 碑�������)?���ﾃ��ｨ����X�h�ﾈ�ﾒ�（ q⊃ lJ） ） 碑���ﾈ�ﾘ���ｨ�｢�*ﾘ,(6x��*ﾘﾔ��ﾂ�（ トー ヽ寸1 ） �*ﾘ4x�(��H�H����ﾒ�ﾆ�6x6r�（ の し（つ ） �6�����X�X�h*ﾘ�h�｢�4���*ﾘ�ﾈ�(�����"�（ くエコ ．豊 

牽 圃 牽 冰⊃　　　　　　　N ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H自���く亡I　H　　t・－1 ��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ���"�)ｨ�C��寸　　N　　m ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�H,2�Clつ　　T－1　▲寸 ��ﾈ�ﾒ�*ﾘ���｢�H�ﾃ��ロつ　　eq　　Oつ ��ﾈ�ﾒ�*ﾘ,"��X�X�S��⊂lつ　・「　　　L‘つ ��ﾈ,"�*ﾘ�h�ﾒ�GGB�

試 碑����ﾘ����X�ﾒ�（ の 寸 ��ｨ�ｨ����7�����*ﾘ���｢�（ lJつ 寸 �,ﾈ������,H58����6x�ｲ�（ ∽ 寸 册8耳�X��W�����ﾃ��（ の 寸 犯�����8������4x�｢�（ しっ ■■寸 犯������,(����7��（ ∽ ■くポ 
与 杙ﾒ�菱�H�������*ﾘ�ﾈ�"�*ﾘﾔ��ｨ�X�X�X,8����　） �6x�ｸ������ﾈ�ﾒ�X,(�������　） 氷�ﾘ��*ﾘ4x�ｨ���H�ﾆﾂ�����H�ﾃ�8,"�　） 碑��*ﾘ,(��6r�,ﾈ��H�H����ﾆ��　） 郵,(��5��ﾖﾈ�x�｢��X�X�d���X,"�ヽ　J 碑��*ﾘﾔ��(���X�X�b�7��W(�X�h���D6ﾂ�ヽ　J 

・K Q �B���⊂⊃ ⊂⊃ 十一l ��⊂⊃ くつ － ��くつ ⊂⊃ T．■1 ��⊂⊃ くつ ▼・．」 ��⊂⊃ ⊂⊃ 十・・」 ��⊂⊃ ⊂：） ▼－1 

1ノ 俤｢�⊂X⊃　　⊂n　　Oつ ����ﾒ����亡一・　Ln　　CO ����ﾒ�ﾈ��,"�CO　　く工つ　　く工） ����ﾒ����Ln　　くつ　　Ln ����ﾒ��X7ﾂ�○○　　⊂⊃　　Cq ��ﾈ���ﾒ�ﾈ*ﾘ,"�N　　〔⊂I　N ����9��

蛸 嘲 度�"��ﾒ�鍈�gﾂ�岐���ﾆ����,(��4x�｢�*ﾘﾔ��･H�H�h��X�X�b�　） 菱�H�gFﾈ,ﾂ�e8�X�ﾈ����　） 班(�､5�ﾄｨ,"�ﾆ���H�X�d��　） �*ﾘﾔ��ｨ7��X�ﾈ��*ﾘﾔ��｢��(<������������　　） 優ｨ�ｨ6x��6r��H�X�X,8�����　　） �������4�����e8�X�ﾂ�ヽヽ＿′ 
⊂つ く⊃ T．・1 ��⊂＝〉 ⊂⊃ 十・・・1 ��くつ くつ 丁．1 ��くつ ⊂⊃ T・」 ��く：） ⊂：） ▼－■1 �������H�X�h����,ﾂ�⊂⊃ ⊂⊃ ▼・．■ 

昧 ���ｨ�����ﾈ�ﾘ������（ ▼・・1 寸 碑���������*ﾘ4x�ﾒ�（ m 寸l 碑����ﾘ����ﾅ��（ の し【つ �*ﾘ,(�����������｢�（ 十・・」 木����,ﾈ������｢�（ m �6x�ｸ������6x�������ﾈ�"�（ の 敷 革 儉n　N　N q⊃　N　T．」 ������｢�▼・－」⊂Yつ　Ln Lr）N　N ����｢�寸　Ln　⊂⊃ Lq　十・づ　○つ ����｢�⊂n　Cq　CO Cq　T－」ヽポ �����｢�ぐつ　ぐつ　⊂Q N　▼・・■　U⊃ ���Fﾂ��｢�m　CO　ト N　T・■　LD 版���｢�

く＝） くつ ▼－1 ��⊂＝） くつ T－1 ��⊂⊃ くつ 丁．」 ��⊂⊃ ⊂⊃ T－1 ��く＝） ⊂＝） T．・1 ��⊂⊃ ⊂⊃ ▼■■■」 

言 �����H�H�Dﾈ���劇 菱�H����ﾘ��*ﾘﾔ��｢�7��X�ﾈ���ﾈ�ﾘ����（ ■；か くエ） ▼－■ 畔��,(���ﾈ�ﾘ��ﾆ���X�ﾃ�6x��H�C��（ Ln Cr⊃ N ��ｨ�ｨ��ﾇ(,(��e8耳爾���ﾘ���ﾈ�ﾘ����′’’■ヽ の N N �*ﾘ,(������h�ｨ����（ 「ゴl くエ） ▼・．」 册8耳耳����������X�X�X�b�（ Uつ の N ���+��ｨ����,ﾈ����ﾆ��（ Q N Cヽ8 

空 野 凵i．⊂〉　　1．1　　N ��｢��ﾈ�h�ﾒ�*ﾘ���｢��X���X�ﾃ��ト・　丁・づ　　T・」 ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�ﾂ�Lq　　N　　N ��｢���?�,"��ﾈ�h�｢�)ｨ�H�b�∽　N　O〇 〇つ　H　一寸 ��｢��ﾈ�h,"�*ﾘ�h�ﾒ�H�ﾈ�b�Lr）uつ　の Pつ　N　ぐつ ��｢��ﾈ���"��ﾈ�ﾒ�H�H�b�亡■・一・くつ　▼・・■ m　N、尋1 ��｢�*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ��X�ﾃ��

試 ���7ﾈ������ﾈ�����ﾆ��（ ナ■－1 q⊃ ▼・・・1 �6x����������,ﾂ�（ くj⊃ ⊂：⊃ N �6ﾈ�ﾘ�����ｸ,(�����ﾆ��（ の uつ ��X7ﾈ����8ﾘ,(�����ｸ,"�（ ▼・．」 q⊃ �4�����崧�����｢�（ （エ） 〔＝） ��H����6x�������（ m Lr） 

計 冦　く工）の エ†」▼・・づ �����6ﾒ��ﾈ,"�*ﾘ�h�ﾒ��X�X�H,2�CO　⊂⊃　⊂⊃ Ln　N　N ��｢�*ﾘ�h,"�*ﾘ�ﾒ�)ｨ�H�ﾃ��（こ〉　亡■・－　Ln LQ　T・」N 披��｢�*ﾘ,"�*ﾘ,"�x�ﾃ��⊂⊃　寸　Ln m・■」LQ ��X�ﾃ���｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�H�X,2�の　の　く亡） Nl・・」Ln 披��｢�*ﾘ�ﾒ�*ﾘ,"��X�X�H�b�Lr）の　寸 Cq　ヽ－」Lくつ 披��｢��ﾈ�ﾒ�*ﾙ?�,"�)ｨ�H�b�

載 �,ﾈ������6x����崧��（ m N �*ﾘ,(����,ﾈ�����X�ﾈ,2�（ Lくつ の �*ﾘ4x�ﾘ������6x������6r�（ 〇〇 「→ 偖ﾈ�X�h����8*ﾘ,(�����X�X�X�b�（ m 葺�ﾃ������,(�������H�ﾈ�"�（ Ln 友GB�（ 〇〇 

Gq 凰 纏 崇・ 劍�ﾈ�ﾘ����4������ﾈ�ﾒ�　） ��ﾈ�h�ﾘ���������e8�ﾂ�　） ������ﾈ�(����*ﾘ�ﾈ�ｨ����*ﾘﾔ��｢�　） �,ﾈ������ﾈ������8,ﾂ�N ） 册8耳�����������ｨ�｢�m ） ���6x�ｸ��,ﾂ���H��H4x�ｨ�ｨ�｢�▼－1 ） 

堤 已コ 凾ｭ⊂）　　　　　　m ��ﾈ�h�｢��ﾈ�h�ﾒ��X�X�H,2�（工）　　Cq　l一一1 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�H�b�（エ）　　▼・」　　T－1 ��ﾈ�ﾒ��ﾈ���｢�H�H�S��m　　N　　Cr） ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�6��X�X�X42�○つ　　ロつ　　ぐq �*ﾘ,"�*ﾘ,"��X�X�H�b�ヽ寸t　　T・1　　0つ ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ���X�b�

BR ��ﾆ���7��ｸ�X*��*ﾘ�ﾘ���,(��*ﾘ�ﾒ�（ m N ） 氷,(��*ﾘ�ﾘ��ﾆ����X�ﾈ6r�（ 亡・一 寸 ） ��ﾈ�ﾘ�����ﾈ�ﾘ�����ﾈ�ﾒ�（ l∫） N ヽJ ��X�ﾃ�����6x������（ m N ヽ、＿′ �6x�ｸ����e8耳耳����*ﾘ4x�｢�（ 亡・一 寸 ） ��ﾈ�ﾘ�����ﾈ,(����*ﾘ�ﾒ�（ Lr） N ） ＝＝：コ 儷⊃　　　　　　　ロつ �*ﾘ,"��ﾈ�h�｢��X�X�H���　　　　Ln l∫）TJN ��ｲ��ﾈ���"�)ｨ�H,2�■寸　勺1N く工〉　　　m ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�｢���X�b�く⊂）▼一寸　N ごq　CqlJ⊃ ��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�H,2�卜　N　の N　▼・・」しの �*ﾘ�h�｢�*ﾘ,"���N　cO　⊂⊃ 丁－lN　く工〉 �*ﾘ�h�｢��ﾈ�ﾒ���X�X�S��

卦 聾 俤｢�N　t工）N 「か　T｛　一寸1 �����ｸ���｢����X��������N　m　Lq N　oつ　の ����,ﾂ�*ﾘ�DB�H�H���⊂⊃　q⊃・せ こ　⊂n　ヽdt ����4��X�ﾒ��X��������〔＝〉　0つ　N くつ �����ﾈ�ﾒ����X�X�H�b�卜　　▼・・づ　　N ��ﾈ�����,ﾂ�*ﾘﾔ��｢��X�ﾃ��Cn　　Cq　　⊂n �����ｨ�｢���ﾒ��X�X�H���q⊃　　1－■　　N ��｢�*ﾘ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ��X�X�H�b�ト　　†1 ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�H,2�Ln　　T－」　　Cq ��｢��ﾈ�h�ﾒ��ﾈ�ﾒ�)ｨ�H�b�　　⊂：）の 1群†1ヽポ ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ��X�X�X�X-r�qつ　いつ　く⊃ m　N　や ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�H,2�q⊃　くつ　N m　N　勺1 ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�h�ﾒ���

昧 郵�ﾘ�����8����H�C��ﾉEH���ﾉEB�（ L【つ N T－1 ��ｨ�ｨ���ｨ�ｨ�������4����ﾆ���H�H���（ ▼一・1 ⊂r） ▼－イ 犯����ﾈ��4x�｢�ﾘ��4�6r�（ ⊂：⊃ ト ▼・．」 �*ﾘ,(��崧�*ﾘ+��"�����ﾈ�ﾒ�（ Ln N T－1 �,ﾈ����4�����*�(�｢�（ ▼・．」 m T■・・1 ��ｸ,(����W�����ﾇ��（ ⊂⊃ ト ▼－1 く工〉　　T．」　　▼－イ ��｢�*ﾘ�h�ﾒ��ｸ���ﾂ��W(�ﾃ��Ln　　T－■　　N ��｢��ﾈ�h�｢��ﾈ�h�ﾒ�)ｨ�H�S��Lr：l　　▼・・」　　N ��｢���?�,"�*ﾘ�h�｢�H�ﾈ�b�　　　　亡一・ ⊂一つ　ナ・」Ln ��｢��ﾈ�h�｢���?�,"��X�X�H,2�N　のトー N　ナ・づ　Ln ��｢��ﾈ���"��ﾈ�ﾒ��X�ﾈ�R�Ln　CO（こ〉 N　ナ・」Lr） ��｢�*ﾘ�h�｢��ﾈ�h�ﾒ�6��X�X,2�

l－ヽ 中 J 佇��寸　　CO　　Oつ �����T����（CI　N　　N ����6�����ﾒ�CO　　q⊃　　q⊃ ����5�,"�.&ﾂ�m　　Cつ　　寸 �����X�X�H,2���⊂⊃　　〇〇　　⊂q ����6��ｶﾂ�ﾒ�N　　くエ〉　　N ����7(,"�嵂ﾂ�
⊂⊃　勺1勺1 ∽ ������｢�⊂⊃　叩　く工） Cくつ　　　十・」 ��(��｢�Ln　Ln　C（〕 Ln　N　▼・・■ ����｢�m　寸　N Pつ1－1u⊃ ����｢�の　しnl∫） N　N　寸 ����｢�ト　Ln　ト ロつ　eq　Oつ ��(��｢�

⊂⊃ くつ T－1 ��⊂⊃ ⊂：⊃ ▼・．」 ��⊂⊃ ⊂⊃ T．・1 ��く⊃ くつ 1・・1 ��⊂⊃ くつ ▼－1 ��⊂つ く⊃ 十・・・1 

臣R 氷�ﾘ������6x�ｸ����7��X�ﾂ�（ の ���6x����,H+��(����fﾒ�（ ∝） N �*ﾘ�ﾈ�(������6x������6r�′｛・、 一寸1 てエ⊃ ��ﾈ�ﾘ����ﾈ��,(����ﾆ��（ Cr〕 倆������*ﾘﾔ��ｨ�����ﾈ�h�ﾒ�（ 〇〇 N ��ｨ�ｨ����ﾘ�����ﾄh�｢�（ ヽが く工） 
ト¢ 凵Rポ［一・ト一・ 〇〇 ��｢�*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ�H�H�b�くつ　Cくつ　⊂⊃ （、D　Cq　T．■ ��｢��ﾈ���｢��ﾈ���｢�6�������N　o〇　clつ く工〉　▼・．■　▼－」 ��｢��ﾈ�h�｢��ﾈ�h�ﾒ��X���ﾃ��mつ　コ⊃　CO N　rq　m ��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�H�H�S��T．」CO　⊂⊃ N　NIJつ ��(����6ﾒ�*ﾘ,"��ﾈ�h�｢�)ｨ�X�C��N　⊂⊃　q⊃ ○つ　Cq　■寸 ��｢��ﾈ�h�｢�*ﾘ,"�)ｨ�C��

髄 叱 劍6u��烏 ��X."�恵 �6x."�孟； 綿."�孟； 曝*ﾖ��畠 �6x."�患 
Y　ミ 凾ﾄ　ミ 凾ﾄ　≒ 凾ﾄ　ミ 凾ﾄ　≒ 兀　≒ 

倒 刄頗a 剴| 剴| 剋ﾔく 刪� 

1　望ト」 �1　単　ト �1　望　ト �1　肇　ト 剴l　童　ト �1　童l⊥ 

司　ロコ　ヨ 剔ｻ［軍　司 刄�mロ　尋 剋i［苧　ヨ 刳�@田　軍 剋¥　ロコ　司 
勺1 冲l 凵[せ 剋ﾙt 剞｡ 凵Rが 

Ⅲ！皿 剞ｳim 刮｠‡ロ 刄絞m 刄香�� 刄香�c 

L【つ　　m　　N 儉；つ　　の　　N 冤∫〕　　m　　N 冰つ　　CYつ　　N 儉n　　m　　N 冤J⊃　　Cつ　　eq 

掛　　掛， 劍���,H����������ﾂ�耳耳而H������ﾇ(�｢����假��X������������7ﾘ�������ﾇR���ﾂ��ｸ,H��������H�ﾒ���ﾈ��������

深謝曹皿 劍ｺｹmｩvﾘｧxﾉ�*ﾘ�ｩM�*(ｬ����oI?ｩ��喆.��4H�｢�劔�.�7ﾉ~ﾓ�T8ﾍ8�緬Tｨ��ｺxｷｸﾏｹm��4H�｢�
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長野県短期大学紀要：第37号（1982）

宗 ����ﾂ�凝 ��ﾈ�ﾘ�����ﾈ�ﾘ�����ﾈ�ﾒ�（ トー �������ﾇ(�ｨ��e8�ﾂ�＿忘 �7������ﾅ���6��（ q⊃ �6x��*ﾘ4x�ｨ��6x�ｸ���ﾈ�h�ﾒ�（ ト ��（ の ������ﾒ�

●マ 哨 嘲 個 遣 僂O　CD　Pつ Cr）　　Ln 倆唯��｢��ﾈ�h�｢��ﾈ�ﾒ��X�X�H���Ln　Pつ　⊂⊃ 寸†1寸 氷,"��｢�*ﾘ,"��ﾈ�ﾒ�6�����N　m　m ぐr　Pつ　Pつ �H�x�｢��｢�*ﾘ,"��ﾈ�h�ﾒ�寸　⊂⊃　亡・・－ト 寸　H　N　r．イ �����｢��ﾈ,"�*ﾘ�ﾒ�)ｨ�H�ﾃ��卜l∫つトー▼－」 ⊂⊃〇〇く＝）⊂：つ やl寸▼・」 班(�｢��｢��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�6���������ナ→寸NPで∽ N⊂⊃m寸） のPqeq▼→⊂つ 　　く：） 　　T．■1 

軒 �*ﾘ,(�����ﾈ�h�ﾘ�����ﾈ�ﾒ�（ の 妨�����6������ﾆ��（ LQ ��（ の 册8*ﾘ�(���������6x����,ﾂ�（ の ��（ Uつ ��′’■■ヽ ∽ 
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学校給食の基礎調査（第2報）

表9　肥満度別給食意識・嗜好・喫食率及び家庭での食物摂取率の比較　　　ゲ検定

調　査　項　目 儷x��,h.�*(+ｸ*B�劔�-h������,h��Nﾈ��i��劔�.�*(+ｸ*H��,iNﾉi��小 傅ﾂ�小 傅ﾂ�中 ��ﾂ�小 傅ﾂ�小 傅ﾂ�中 �(b�小 傅ﾂ�小 傅ﾂ�中 ��ﾂ�

2 �"�5 迭�2 �"�2 �"�5 迭�2 �"�2 �"�5 迭�2 �"�

男 傚r�男 傚r�男 傚r�男 傚r�男 傚r�男 傚r�男 傚r�男 傚r�男 傚r�

給食時間が楽しい ��b� �� �� ��＊ �� �� ��＊ �� �� 

〝　　　たりない �� �� �� �� ��b� ��b�＊ �� �� ��b�＊＊ 

コッペパンが好き ��b� �� �� �� �� �� �� �� �� 

米　　　飯　〝 ��b� �� �� �� ��b�＊ �� �� ��＊ �� 

ソフトメン　〝 �� �� �� �� �� �� �� ��h�b� �� 

コッペパンを3／4以上食べる ��h�b� ��＊ ��b� �� �� �� ��h�b� �� �� 

米　　　飯　　　　〝 �� �� �� �� �� ��＊ �� �� ��＊ 

ソフトメソ　　　　　〝 �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

朝食を毎旧食べる �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

夕食　　〝 �� �� ��＊ �� �� �� �� �� ��＊ 

間食看過5H以上食べる（帰宅後） ��＊ �� �� �� �� �� ��＊ �� �� 

〝　　　　　（夕食後） �� �� �� �� �� �� �� �� ��b� 

牛乳を家で週5H以上飲む �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

〟　　　1000mエ以上飲む �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

＊P＜0．05，＊＊P＜0．01 

表10　身長の大小別給食意識・噂好・喫食率及び家庭での食物摂取率の比較

調　査　項　　呂 乂x��D��身　　　　　　長　　　　　　別 

LM－LW 汎ﾘ�ﾅ4ﾒ�LM－SW 版x�ﾅ4ﾒ�LW－SW �4ﾘ�ﾅ5r�

給食時間が楽しい 傅ﾈ��"� �� �� ��b�小　5 �� �� �� 

申　2 �� �� �� 

給食時間がたりない 傅ﾈ��"� ��＊ �� ��小　5 �� ��b� ��b� 

申　2 �� �� �� 

コッペパンが好き 傅ﾈ��"� �� �� ��
小　5 �� �� �� 

中　2 �� �� �� 

米飯が好き 傅ﾈ��"� ��＊ ��h�b� ��h�b�小　5 �� ��＊ ��＊ 

中　2 �� ��＊＊ ��＊＊ 

ソフトメソが好き 傅ﾈ��"�＊＊ ��＊＊ �� ��小　5 �� �� �� 

中　2 �� �� �� 

コッペパンを昔以上食べる 傅ﾈ��"� �� �� ��小　5 �� ��h�b� �� 

中　2 ��h�b� ��h�b� ��h�b�＊＊ 

米飯を昔・以上食べる �6ﾔｨ�(��"� �� �� ��小　5 �� �� �� 

申　2 �� ��b� �� 

ソフトメンを昔以上食べる 傅ﾈ��"� �� ��b� 舒ﾒ�小　5 �� ��h�b�＊ ��＊＊ 

申　2 �� �� �� 

朝食を毎日食べる 傅ﾈ��"� ��b� ��h�b� ��h�b�小　5 �� �� �� 

申　2 �� �� �� 

夕食を毎日食べる 傅ﾈ��"� �� �� ��小　5 �� �� �� 

中　2 �� �� �� 

間食看過5日以上食べる（帰宅後） 傅ﾈ��"� �� �� ��小　5 ��b� �� �� 

中　2 �� �� �� 

〝　　　　（夕食後） 傅ﾈ��"� �� �� ��
小　5 �� ��＊ ��・終 

中　2 ��b� ��＊ �� 

牛乳を家で過5日以上飲む 傅ﾈ��"� �� �� ��小　5 ��h�b� �� �� 

中　2 ��b� ��＊ �� 

牛乳を家で過1000乱乙以上飲む 傅ﾈ��"� �� �� ��小　5 ��h�b�＊ �� �� 

申　2 ��h�b� ��＊＊ �� 

＊p＜0．05，＊＊P＜0．01　　　　M：男 儉；標準体重・身長大 

W：女　　S：　〝　・身長小
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